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１．問　　題

　近年、学校や保育現場を主として、発達障害を主とした「気になる子ども」たちが増えてい

る。一方で、本郷（�0�0）が述べているように、教師や保育者が「気になる子ども」たちの中に

は、いわゆる自閉症スペクトラム域の障害のような状態を呈しながらも、実際にはそうした診断

がついていない子どもたちも多く存在している。

　鷲岳（�0��）は、チェックリストの基本構成を行い、先行するアセスメントとの妥当性を検討し、

発達障害の領域に限らないチェックリストの開発を行っている。このことにより、現場では現象

的に観察される困難さである「対教師との関係」、「対児童生徒の関係」、「場（学校の日課）適応」

という３つの「気になり感」が、どのような背景から生じてくるものであるのかの「見立て」を

簡易的に持つことが可能となった。

　一方、気になる児童生徒のチェックリストの活用から、先に述べた「気になる子ども」の具体

的な様子が把握できるようになってきた。

　本研究では、作成されたチェックリストをもとに児童自立支援施設に対して調査を行い、児童

自立支援施設に入所する児童の中で、特に小学生の段階にある児童のデータをもとにして、その

背景と特徴を分析し、処遇の在り方について検討していく一助としたい。

　これまでの調査から、診断の状況に関わらず、男子の処遇困難は発達的な難しさを背景に小学

生時期にはじまり、女子は中学高校時期から心理精神的な背景を中心として処遇のむずかしさが

上昇していく傾向があるのではないかと予測される。本研究では、そうした背景から小学生を対

象とし、児童自立支援施設に入所する小学生時期の児童において、そうした傾向がみられるかど

うかを検討する。また、その検討過程において、チェックリストが適切に機能するかを検討する。

２．方　法

　対　象

　全国��カ所の児童自立支援施設に勤務する職員

　調査期間

　�0��年２月から３月

　手続き

　　全国児童自立支援施設協議会を通して、各施設に郵送で依頼。

　　郵送内容は、以下のとおりである。

　　・依頼文

　　・フェイスシート（施設の概要を記すもの）

� 鷲　　岳　　　　　覚　

論　　文

児童自立支援施設入所児童の特性に関する研究
児童自立支援のためのアセスメント開発（2）
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　　・チェックリストを含むアンケート用紙�0枚

　　・返信用レターパック

　　　チェックリスト を含むアンケート用紙

　A ３版用紙　片面�枚である。

　鷲岳（�0�0）の研究で作成した「気になる」児童・生徒のためのチェックリスト�0項目（表１）。

児童に関する項目として、児童の性別、年齢、診断の有無、具体的診断名、実際に観察される問

題行動、これまでの入所期間。チェックリストを記入した職員に関する項目として、職員の性別、

勤務経験年数。処遇に関する特別な支援として、投薬の有無、施設環境の調整の有無、学習など

に関する個別の支援の有無に関する質問で構成されている。

チェックリスト部分の�0項目は、表１のように構成されている。

表１．チェックリストの質問項目の構成

大　　　分　　　類 小分類（質問紙には表記していない） 項目数

施設適応に関する項目

対教職員関係 ３項目

対児童生徒関係 ３項目

日課適応 ４項目

「心理的ケア」に関する項目

（精神疾患に関する項目）

統合失調症に関する項目 ５項目

気分障害（うつ病）に関する項目 ５項目

心身症・情緒障害に関する項目 ５項目

人格障害に関する項目 ５項目

「気になる」児童生徒の項目

（発達障害に関する項目）

注意欠陥多動性障害に関する項目 ５項目

学習障害に関する項目 ５項目

アスペルガー症候群に関する項目 ５項目

その他の項目

非行性に関する項目 ２項目

家族背景・生育暦に関する項目 ２項目

自立性に関する項目 １項目

自由記述欄 指導で留意している点 １項目

　精神疾患や発達障害等に関する項目については、DSM や ICD の診断基準を参考として、比較

的平易な文章に直したものを利用している。また、その他の項目は、鷲岳（�0�0）の自立支援の

変容項目から改変して引用した。

回収データの内訳

　回収データは、児童と生活を共にしている職員の回答によるものであり、職員の主観で「気に

なる」と感じる児童についてチェックリストに記入してもらったものである。その際、異なる職

員が同一の児童について評定することがないように依頼してある。

回収数

　��施設中��施設　��％

　対象児童数���名　（男子���名　女子�0�名）
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　最頻値は男子は��歳女子は��歳��歳（同数）で、就学時期的には中学生が「気になる」と認識

されている。

　性別ごとの年齢区分と人数（度数）と比率（％）は表２の通りである。

表２.性別ごとの年齢度数とパーセント

性別　　　　　　　　　　年齢 度　　数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント

男子　　　　有効　　　　無記入 １ .� .� .�

　　　　　　　　　　　　８ １ .� .� .�

　　　　　　　　　　　　９ １ .� .� �.�

　　　　　　　　　　　　�0 ３ �.� �.� �.�

　　　　　　　　　　　　�� �� �.� �.� �.�

　　　　　　　　　　　　�� �� ��.� ��.� ��.�

　　　　　　　　　　　　�� �� ��.� ��.� ��.�

　　　　　　　　　　　　�� �� ��.� ��.� ��.�

　　　　　　　　　　　　�� �� ��.� ��.� ��.0

　　　　　　　　　　　　�� �� �.� �.� ��.�

　　　　　　　　　　　　�� ５ �.0 �.0 ��.�

　　　　　　　　　　　　�� １ .� .� �00.0

　　　　　　　　　　　　合計 ��� �00.0 �00.0

女子　　　　有効　　　　無記入 １ �.0 �.0 �.0

　　　　　　　　　　　　�0 ３ �.� �.� �.�

　　　　　　　　　　　　�� １ �.0 �.0 �.�

　　　　　　　　　　　　�� ６ �.� �.� �0.�

　　　　　　　　　　　　�� �� ��.� ��.� ��.�

　　　　　　　　　　　　�� �� ��.� ��.� ��.�

　　　　　　　　　　　　�� �� ��.� ��.� ��.�

　　　　　　　　　　　　�� ７ �.� �.� ��.�

　　　　　　　　　　　　�� ７ �.� �.� �00.0

　　　　　　　　　　　　合計 �0� �00.0 �00.0

　本研究においては、非常に少人数であるが小学生の時期にある児童の傾向について検討を加え

ることとする。

　該当児童　男子��名　女子�0名の計��名である。

 データの分析と  結果の処理

  　統計処理に際しては，統計パッケージ SPSS　ver��.0を使用した．

　データの分析については、 小学生時期にある児童の診断の有無の検討、小学生時期にある児童

の各項目の得点の検討（男女別の比較）、　投薬の有無に関する検討、特別支援的な支援の有無に

関する検討について行うこととした。
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３．結　果

　児童自立支援施設における「気になる児童」について、診断の有無は以下の通りであった。

表３.「気になる児童（小学生）」の診断の有無 a

度数 パーセント 有効パーセント 累積パーセント

有効　　無記入

　　　　診断あり

　　　　診断なし

　　　　合　　計

�

��

��

��

�.�
��.�
��.�

�00.0

�.�
��.�
��.�

�00.0

�.�
��.�

�00.0

　　　ａ . 年齢種別 = 小学生

　児童自立支援施設入所児童の小学生のうち、「気になる」とされる児童の診断の有無については、

診断ありが��名、診断なしが��名、無記入が１名であり、約半数が何らかの診断を受けている。

　気になる児童（小学生）男女別診断の有無の検討

表４.性別と診断の有無 のクロス表

診断の有無

無記入 診断あり 診断なし 合　計

性別　　男子

　　　　女子

　　　　合計

�

0

�

��

�

��

��

�

��

��

�0

��

　　　　　　　ａ . 年齢種別 = 小学生

　女子の人数が少ないため、比率の検定は実施しないが、男子では診断ありが��名、診断なしが

��名となった。一方、女子では、診断有が３名、診断なしが７名であった。

　全体の診断の有無では、約半数が診断を受けていることがわかるが、小学生の段階においては

その大半は男子であることがわかる。一方、気になる児童（小学生）においては、約半数は診断

等がなくとも何らかの「気になる」側面を有していることがわかる。

　各項目合計得点の記述統計は次の通りである。

表５.「気になる児童（小学生）」の各項目の記述統計

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

対職員 �� �.0 �.0 �.000 .����

対児童 �� �.� �.0 �.��� �.0���

場適応 �� �.0 �.0 �.��� .����

施設適応 �� � � �.0� .���

不安定 �� �.0 �.� �.��� .����

抑うつ �� �.0 �.� �.��� .����

心身 �� �.0 �.� �.��� .����

人格 �� �.0 �.0 �.��� .����

心理精神 �� � � �.�� .���

多動衝動 �� �.� �.0 �.��� .����

認知偏り �� �.0 �.0 �.0�� �.0���
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拘り偏り �� �.0 �.0 �.��� .����

発達障がい �� � � �.�� .���

非行 �� �.0 �.0 �.�0� �.0���

家庭社会 �� �.0 �.0 �.��� .����

　気になる児童（小学生）男女における各項目得点の t検定

　気になる児童（小学生）の男女間で各項目得点の平均値に差があるかを確認するため、t 検定

を行った。

　結果は下表の通りである。

表６.「気になる児童（小学生）」男女間の t検定

性別 N 平均値 標準偏差 有意確率

職員
男子 �� �.0�0 .����

.���
女子 �0 �.��� .�0��

対児童
男子 �� �.��� �.0��0

.���
女子 �0 �.��� .����

場適応
男子 �� �.��� .����

.�0�
女子 �0 �.��� .��0�

施設適応
男子 �� �.0� .���

.���
女子 �0 �.�� .���

不安定
男子 �� �.��� .����

.���
女子 � �.�00 .����

抑うつ
男子 �� �.��� .���0

.���
女子 �0 �.0�0 .��0�

心身
男子 �� �.��� .����

.���
女子 �0 �.��0 .���0

人格
男子 �� �.��� .����

.���
女子 �0 �.��0 .����

心理精神
男子 �� �.�� .���

.�0�
女子 � �.�� .���

多動衝動
男子 �� �.��� .����

.0��
女子 �0 �.�00 .����

認知偏り
男子 �� �.��0 �.0���

.��0
女子 �0 �.�00 .����

拘り偏り
男子 �� �.��� .���0

.���
女子 �0 �.��0 .��0�

発達障がい
男子 �� �.�� .�0�

.0��
女子 �0 �.�� .�0�

非行
男子 �� �.��� �.0���

.���
女子 �0 �.��0 �.0���

家庭社会
男子 �� �.��� .�0�0

.���
女子 �0 �.�00 .����
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　児童自立支援施設入所児童の中で「気になる」と感じられる児童（小学生）の男女の各項目得

点を比較したところ、多動衝動傾向で男子が有意に平均得点が高く、発達障がい全般の傾向得点

でも男子が有意に高い傾向であった。

　気になる児童（小学生）男女別、診断の有無による t検定

　男女の別において、診断ある群とない群平均得点に差があるのかを検討した。

気になる児童（小学生）男子のうち、診断有群と診断なし群の t 検定の結果は下表の通りである。

表７.気になる児童（小学生）男子の診断有群と無群の項目平均値の比較

診断の有無 N 平均値 標準偏差 有意確率

対職員
診断あり �� �.�0� �.0���

.�0�
診断なし �� �.��� .��0�

対児童
診断あり �� �.��� �.0��0

.�0�
診断なし �� �.��� �.0���

場適応
診断あり �� �.0�� .���0

.00�
診断なし �� �.��� .����

施設適応
診断あり �� �.�� .�0�

.0��
診断なし �� �.�� .���

不安定
診断あり �� �.��� .����

.000
診断なし �� �.��� .����

抑うつ
診断あり �� �.��� .����

.0��
診断なし �� �.��� .����

心身
診断あり �� �.��� .����

.���
診断なし �� �.��� .����

人格
診断あり �� �.0�� .����

.0��
診断なし �� �.��� .����

心理精神
診断あり �� �.�� .�0�

.00�
診断なし �� �.�� .���

多動衝動
診断あり �� �.�00 .����

.���
診断なし �� �.��� .��0�

認知偏り
診断あり �� �.�0� �.����

.0�0
診断なし �� �.��� .����

拘り偏り
診断あり �� �.�0� .����

.00�
診断なし �� �.�0� .����

発 達 障 が

い

診断あり �� �.�� .���
.0��

診断なし �� �.00 .���

非行
診断あり �� �.��0 .����

.0��
診断なし �� �.��� .����

家庭社会
診断あり �� �.��� .����

.0��
診断なし �� �.��� .����

　t 検定の結果、施設適応、心理精神、発達障害の大項目得点でそれぞれ有意に診断有群が高い

得点であり、その他の中項目、場適応、不安定、人格、拘り偏り、非行、家庭においても、診断

あり群が有意に高い。
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　気になる児童（小学生）女子の診断あり群と無群における t: 検定

　気になる児童（小学生）女子のうち、診断有群と診断なし群の t 検定の結果は下表の通りである。

表８.気になる児童（小学生）女子における診断有群、無群における t検定

診断の有無 N 平均値 標準偏差 有意確率

対職員 診断あり � �.000 .���� .00�

診断なし � �.��� .��00

対児童 診断あり � �.��� �.���� .���

診断なし � �.��� .����

場適応 診断あり � �.0�� .���� .���

診断なし � �.��� .�0��

施設適応 診断あり � �.�0 .�00 .�0�

診断なし � �.0� .���

不安定 診断あり � �.�00 .���� .0��

診断なし � �.000 .����

抑うつ 診断あり � �.��� .���� .0��

診断なし � �.��� .����

心身 診断あり � �.��� .���� .0��

診断なし � �.��� .�0��

人格 診断あり � �.�00 .���� .���

診断なし � �.��� .����

心理精神 診断あり � �.�� .��� .0��

診断なし � �.�� .���

多動衝動 診断あり � �.��� .���� .���

診断なし � �.��� .����

認知偏り 診断あり � �.��� .�0�� .���

診断なし � �.��� .���0

拘り偏り 診断あり � �.�00 .�000 .0��

診断なし � �.��� .����

発達障がい 診断あり � �.�� .�0� .���

診断なし � �.0� .���

非行 診断あり � �.��� .���� .00�

診断なし � �.��� .����

家庭社会 診断あり � �.000 .���� .���

診断なし � �.��� .����

　　　　　　a. 年齢種別 = 小学生 , 性別 = 女子

　気になる児童（小学生）女子での t 検定の結果、大項目では心理精神のみで診断無群が有意に

高い結果が得られた。他の中項目では、診断無群において対職員、抑うつ、不安定、心身、拘り

偏り、非行の各項目で有意に高い、もしくは高い傾向が見られた。

４. 考　察

　児童自立支援施設入所児童の性別ごとの気になる児童の分布と特性について

　本研究においては、児童自立支援施設に入所する気になる児童のうち、小学生の時期にあたる
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児童について検討を行った。児童自立支援施設でのそうした子どもの累積割合は、本研究のアン

ケート調査によると男子では�.�%、女子では�0.�% である。もっとも人数が多いのは、中学生時

期であり、男女とも�0パーセント以上である。

　全体に占める該当人数としては多いとは感じられないが、今後の研究において、他の年齢段階

の児童との得点差については、さらに検討を重ねていく必要がある。

　児童自立支援施設入所児童（小学生）のうち診断の有無の分布について

　��名中、何らかの診断を受けているものが、��名と��% 程度いる。診断名については明確に

していないが、本来、非行性の除去等の役割を担う児童自立支援施設の入所児童のうち、職員が

気になるとした児童の半数以上が何らかの疾患や障害の状態にあることになる。

　実際の処遇の在り方については、具体的な記述を得ているので、今後の検討課題としたい。

　また、現場で処遇にあたる職員が、こうした疾患や障害についての知識や対応技術を身につけ

ていく必要があることが考えられる。

　男女別でみると、診断の有無の傾向は男子は診断有が多く、女子では診断無が多い。端的には

判別できないが、気になる児童のうち、男子では何らかの診断がある者が半数を超えており、逆

に女子では、気になる児童のうち半数は診断がない状態の児童である。小学生時期については女

子の人数が少ないので、全般的な傾向であるかは不明であるが、気になる児童としてとらえた場

合は本研究の調査からはそのような結果となっている。

　男女での差というものが、非行に関しても小学校時期から存在していることにつながるか、今

後さらに検討したい。

　児童自立支援施設入所の気になる児童（小学生）における、全般的傾向

　５段階評価のうち、平均で３を超える項目は、大項目としては発達障がい、中項目では対職員、

対児童、多動衝動、認知偏り、拘り偏り、家庭社会の項目である。

　このことから、入所児童のうち小学生時期の児童の気になり感としては、家庭環境がもっとも

高いことがうかがえる。また、精神心理に属する疾患の得点はすべて３点以下であるのに対して、

ADHD 傾向、LD 傾向、アスペルガー傾向の得点はすべて３点を越えている。

　このことから、小学生時期の気になる児童の特徴の一つは発達障がい傾向にみられ、現象的な

問題としては他の入所児童とのトラブルの多さに反映されてくることが考えられる。

　施設処遇は、個別的な処遇計画にもとづいておこなわれている一方、集団処遇を基本としてい

る。また、先に述べたように、発達の難しさ等が前面に出てくる状況であれば、そららに対応し

た処遇が効果を上げることも推測される。児童自立支援施設は、特別支援教育の場ではないが、

そうした領域のノウハウを取り入れていくことも今後の処遇効果を上げていくうえで検討課題で

はないかと考えられる。

　児童自立支援施設入所の気になる児童（小学生）における各項目の男女差

　先に、診断の有無については、男子のほうがやや診断が多い傾向があることは述べた。また、

全般的な傾向としては、精神心理に関わるものというよりは、発達障がいにかかわるような項目

が高いことが示されている。男女差についての検討を行ったところ、大項目としては発達障がい

の項目で男子が有意に高く、多動衝動の中項目でも男子が有意に高かった。女子が有意に高い項
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目は見られない。先ほどの全般的な検討は、男子の数値の高さに影響されたものではないかとい

うことも考えられる。

　また、単にどちらが有意に高いかではなく、男女間で得点を検討した場合、気になる境界得点

である３点を越えている項目は、男子では大項目としての施設適応、発達障がい、中項目として

は対職員、対児童、多動衝動、認知偏り、家庭となっており、発達の難しさが中心となっている。

　一方、女子では、大項目では３点以上のものはない。中項目では対児童、人格、拘り偏り、家

庭が３点を越えている。ここから想定される様子は、男子は行動が表面的に見えやすく、反抗し

たり喧嘩をしたりという具体的な行動で観察されやすい気になり感が中心であることに対して、

女子は、対人トラブルなどはあるものの、衝動性などで見えるものではなく、他の児童を巻き込

んだり、ある一つのことに執着を見せるなどして「困らせる」タイプの気になり感が中心となっ

ていることが考えられる。

　こうした、性差が、児童自立支援施設の入所児童のうち小学生時期から見られてくることを想

定した処遇体制が必要である。

　児童自立支援施設入所児童（小学生）男女別診断の有群、無群での t検定

　ここまでの検討で、全般的な傾向として、男子の診断有傾向や、発達障がい傾向が目立つこと

や、男女間で性差が見られることが分かった。そこで、気になるとされた児童のうち、同性内で

診断有群と無群には、差が見られるのかという点について検討を行った。

　結果としては、男子では大項目として施設適応、心理精神、発達障がいにおいて、それぞれ診

断有群が有意に高く、その他の項目でも、診断有群が高い傾向を示している。具体的診断名は明

記していないが、診断を受けている入所児童については、心理精神、発達障がいいずれの領域に

ついても「気になる」状況が高いことになる。

　一方女子では、大項目では、心理精神について診断無群が有意に高い。他の中項目でも、対職員、

不安定、抑うつ、心身、拘り偏り、非行の項目で、診断無群のほうが有意に高いか高い傾向にある。

　気になる児童のうちでも、女子については診断がある児童のほうが診断がない児童より気にな

り感が低いことになる。

　これは、先に述べた得点傾向が影響していることが考えられる。

　男子は特に発達障がい傾向の得点が高い。一方女子では、精神心理関係の疾患傾向の得点が高

い。また女子診断有群の対職員得点は２点、対児童得点も２点台、場適応得点も２点と、あまり

気にならない状態である。

　診断があることによって疾患として認知されているために、職員の認知の変化によるものか、

もしくは多くが投薬を受けていることから、診断があってもある程度の治療効果を見せているか

など、複数の要因が考えられる。

　また、対象人数が少数であるため、今後さらに被験者数を増やして検討する必要もある。

　児童自立支援施設入所児童の特性に関するまとめ～小学生時期の児童について～

　今回の研究では、アセスメント開発の一環として、これまで一般の中高生で検討してきたアセ

スメントを児童自立支援施設の児童を対象として職員を介して実施した。

　結果として、小学生時期の児童の性差をはじめとして、男子では気になる行動の背景に発達の

難しさが大きいこと、女子においては心理精神の問題が出始めてくる時期であることが考えられ
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た。

　今後さらに収集したデータの検討を進め、中学生時期、中卒以上の児童のデータとの比較検討

をおこない、アセスメントとしての精度を検討するとともに、より適切な処遇の在り方に資する

ものとなるように改良を加えたい。
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１．はじめに

　筆者らは、青森県内の幼稚園及び保育所における英語活動の実施状況について、2009年にアン

ケート調査を実施しているが、約６割の園で英語活動が取り入れられていることが分かった。こ

の数字は、６年前の調査と比較すると１割ほど増えており、保育現場での英語活動の実施率は着

実に伸びていると言える。活動内容に関しては、「英語の歌」、「基本的な単語、会話」、「英語のゲー

ム」等が多く、担当者については、保育者自身が担当しているケースが11％から24% と増えて

いる。英語活動の導入理由としては、「異なる言語や文化に対する興味を持ってほしいから」、「国

際感覚を身につけてほしいから」、「英語に慣れ親しんでほしいから」という意見が多く見られる

一方で、「小学校で英語が必修化されるから」、「英語のスキルを身につけてほしいから」などの

小学校外国語との接続を視野に入れた意見や英語教育そのものを意識した意見が見られた。さら

に、英語活動を保育カリキュラムの一環として実施している園が８割以上に上り、年間指導計画

に含めている園も約６割で、英語活動が保育活動の中で重要な要素として定着しつつあることが

窺われた。

　このような状況を勘案すると、今後徐々にではあるが、幼稚園及び保育所での英語活動は、保

育カリキュラムの一環として保育者が中心となり、幼児が普段慣れ親しんでいる方法で実施され

ていくことが予想される。しかし、日常の保育に追われて多忙な時間を過ごしている保育者にとっ

て、英語活動を計画・実践することは大きな負担になることは言うまでもない。

　そこで、筆者らは、標準的な指導内容、指導法、教材、指導案などを一つにまとめた英語活動

マニュアルの作成が急務ではないかと考え、マニュアル作りのプロセスをまとめることにした（平

成22、23年度文部科学省科学研究費：挑戦的萌芽研究第22652060号）。本稿では、そのうち、主

にマニュアル・教材作成の理論的な背景部分について考察した。始めに、幼児期の英語活動の在

り方について、幼稚園教育要領及び保育所保育指針を概観すると共に子どもの発達や遊びの特質

等の視点を踏まえながら、英語活動を計画する上での原理となる項目を提示し、さらに、そうし

た原理を踏まえた上で、最終的なマニュアル・教材作成に繋がる年間指導計画試案を示す。

２．幼児期の英語活動のあり方　

　幼稚園及び保育所における英語活動をどのように位置づけたらいいのかについては、第一義的

には幼稚園教育要領、及び保育所保育指針に依るべきである。両者に、直接英語活動に触れた記

述はないが、幼稚園教育要領の第２章「ねらいや内容」では、言葉の項目で、内容（6）「親しみ

をもって日常のあいさつをする」、（8）「いろいろな体験を通じてイメージや言葉を豊かにする」、

（9）「絵本や物語に親しみ、興味をもって聞き、想像する楽しさを味わう」、（10）「日常生活の中

� 福士　洋子、成田　恵子、坂本　明裕　

� 論　　文

保育における英語活動についての一考察
―活動計画作成における原理と年間指導計画試案―
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で、文字などで伝える楽しさを味わう」など英語活動に繋がる記述がある。また、環境の項目で

も、内容（9）「日常生活の中で数量や図形などに関心をもつ」、（10）「日常生活の中で簡単な標

識や文字などに関心をもつ」と述べられており、さらに、人間関係や表現の項目でも英語活動に

繋がる記述がみられる。英語活動を通して、英語という外国語に触れる意義については、保育所

保育指針の第３章「保育の内容」の保育の実施上の配慮事項のエ「子どもの国籍や文化の違いを

認め、互いに尊重する心を育てるよう配慮すること」などの記述に依ることができる。

　上記のようなねらいや内容を達成するための英語活動とはどのようなものであるべきかについ

ては、幼稚園教育要領の第１章総則の幼稚園教育の基本に（3）「幼児の自発的な活動としての

遊びは、心身の調和のとれた発達の基礎を培う重要な学習であることを考慮して、遊びを通して

の指導を中心として第２章に示すねらいが総合的に達成されるようにすること」と記されており、

また、保育所保育指針の第１章総則の保育の方法には、オ「子どもが自発的、意欲的に関われる

ような環境を構成し、子どもの主体的な活動や子ども相互の関わりを大切にすること。特に、乳

幼児期にふさわしい体験が得られるように、生活や遊びを通して総合的に保育すること」と記さ

れている。このことから、英語活動も保育活動の一環である以上、子どもの主体的な活動や子ど

も相互の関わりを持ちながら、「遊びを通して」実現されるものでなければならない。

　それでは、遊びを通して行われる英語活動とは具体的にどのようなものであろうか。幼稚園教

育要領や保育所保育指針の中でも「遊び」という言葉は繰り返して用いられているように、「遊び」

が子どもの成長と学びにおいて重要な役割を果たしており、保育のカリキュラムの中心であるこ

とは言うまでもない。しかしながら、遊びという概念は非常に広く、保育の場面での遊びの捉え

方も様々である。そこで、次に、遊びそのものの特性について考察してみる。

３．保育活動における遊びとは

３．１．遊びの特性と役割

　保育における遊びは、フレーベルやモンテッソーリに始まるが、サラチョ（2008）が指摘して

いるように、両者ともに、「遊びの観察を基に子どもの活動を構想したが、その活動そのものは、

遊びとは異なるものであった」というように、現在の遊びの理論とは異なったものであった。

　遊びがどのようなものであるかという遊びの本質については、合意された定義は今のところな

いが、フィーニー（2010）では、遊びの特性として次のような性質をあげている。子どもの遊び

がリストにある全ての性質を備えているとは限らないが、遊びとその他の活動とを区別する指標

としては有効である。

　①本質的に動機づけられている

　②自由に選ぶことができるものである

　③愉快で楽しくひきつけられるものである

　④プロセス志向である

　⑤活気がある

　⑥対象的志向というよりむしろ自己志向的である

　⑦たいていは想像的である

３．２．子どもの発達の視点から捉えた遊び

　遊びを子どもの発達の側面から捉えた理論としては、ピアジェとヴィゴツキーの理論が代表的
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なものである。

　ピアジェは、遊びは子どもの認知面の発達を支えており、認知発達の段階と遊びの段階には関

連性があるとしている。ピアジェによると、遊びは次の３つの段階に区分できる。そして、この

３つの段階は、それぞれ単独で存在するのではなく、連続的なもので、段階が進むと前の段階が

消滅してしまうのではなく、現れる頻度が減少すると考えるべきもので、子どもの遊びの段階は

螺旋的に発達するものだとしている。

　①感覚－運動遊び（15ヶ月～18ヶ月）

　　対象物の質感を探索し、動作スキルの練習をする。

　②象徴遊び（18ヶ月～６歳）

現実、慣れ親しんだこと、イメージされたことを再現しようとして対象物や行為、役割を用

いる。

　③ルールのある遊び（６歳～８歳）

　　１人あるいはグループで遊び、ゲームの約束や目標に適したルールを認識し、それに従う。

　また、猪田（2004）によれば、ピアジェは、子どもの人格形成において遊びが果たす役割が大

きいとしているが、それは遊びの持つ自発性により自我の実在への同化が可能であると考えてい

たからだと指摘している。

　ヴィゴツキーの理論は、こうしたピアジェの理論に文化における社会的文脈の要素を加えたも

のだと言える。ヴィゴツキーによれば、象徴遊びは、子どもには現実にできないことにも取り組

める虚構の場を創り出していて、これにより、自分の欲求よりも社会生活のルールを優先するこ

とを学ぶことができるとしている。また、象徴遊びは、遊びを実行するために子どもたちが従わ

なければならない行動のルールを含んでおり、遊びの持つ自己抑制的な性質が、衝動的な行動を

抑えているのだということを意識することなく、ルールのある行動に夢中になっていく間に何度

となく繰り返され、それが子どもの将来の自己形成に繋がる自発的な意志の発達を促すのだとし

ている。このように、遊びによって「最近接発達領域」が創り出され、それによって、将来の「現

実の行動や道徳の基礎」となることを達成するのだとしている。

３．３．保育の一環としての英語活動とは

　幼稚園教育要領解説によると、幼児期はほとんどが遊びによって占められており、遊びの本質

は、人が周囲の事物や他の人たちと思うがままに多様な仕方で応答し合うことに夢中になり、時

の経つのも忘れて、そのかかわり合いそのものを楽しむことにある。つまり、幼児にとって、遊

びは遊ぶこと自体が目的であり、人に役に立つ何らかの成果を生み出すことが目的ではない。し

かし、幼児の遊びには、幼児の成長や発達にとって重要な体験が多く含まれているので、保育者

は遊びの教育的価値を充分理解し、子どもの遊びに直接かかわるのではなく、あくまでも子ども

の自主性を尊重しつつ、望ましい環境を設定することや子どもを見守りながら、遊びの発展に何

らかの配慮をしていく必要がある。

　上記の保育活動での遊びについての考え方は、英語活動の場合にも当てはまる。長崎（2003）は、

早期教育について、「最近は、遊びとその意味合いを無視し、より上の知識へ結び付けることだ

けをねらい、（中略）　頭でっかちな内容の早期教育が見受けられる。その内容は、（中略）個々

の子どもの自発的な欲求から生まれるはずの主体性を見出すことは少ない。子どもの実生活との

脈絡はなく、単に条件反射的に記憶されるだけのものであって、（中略）そこで得られるものは、
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生きた動きをもって次へ発展していくことのない、その場かぎりの閉じこめられた世界のもので

しかない。」（p.119）と述べているが、実際に行われている英語活動の中には、こうした指摘が

当てはまるケースも少なくはない。

　名須川（2007）は、幼児期は、身体をフルに活用して、体験を通してさまざまなことを覚える

時期で、総合的な活動である遊びを通して、学びを深めることが可能な時期であると述べている

が、この時期の保育活動に英語を取り入れる場合、英語を“特別扱い”するのではなく、保育内

容の一つとしてリズム遊びや砂遊びといった活動と同様に保育のねらいを達成するための「楽し

く遊ぶための活動」として位置づけることができれば、英語は自然に幼児の遊びの中に溶け込み、

その体験を通して幼児は自らの学びを無意識に深めていくことができる。

　また、中山他（2010）は、幼稚園での実際の英語指導について、「あくまでも遊びを通して行

うものであり、幼児は直接的・具体的な遊び体験を通して英語を（中略）、ただ楽しんでいるだ

けである。教師は、そのために子どもが思い切り楽しく遊べる環境は何かを考え、その準備をし、

指導することになる。」と述べ、さらに「幼稚園での英語指導は、歌を歌ったり、ゲームをしたり、

身体を動かしたりすることが中心で、これは子どもにとっては、“英語を使った遊び”と言うこ

とができ、その指導は、幼稚園教育要領の５領域のねらいと内容に総合的に関連している」と続

けているが、このことはまた保育所保育指針のねらいと内容にも合致する。

４．保育における英語活動の原理

　筆者らは、保育の中で活用できる「英語活動マニュアル及び教材」の作成を最終的な目標に掲

げているが、それではそうしたマニュアルや教材はどのような考え方に基づき、どのような内容

を含むべきものであればいいのだろうか。ここでは、幾つかの視点から保育における英語活動の

ポイントとなる点をあげてみたい。

４．１．幼稚園教育要領、及び保育所保育指針の視点

　前述したように、幼稚園や保育所における保育は、幼稚園教育要領や保育所保育指針に基づい

ていなければならない。英語活動も保育の一環として行われている以上、英語活動を行う上でも

要領・指針に基づいた視点が必要である。

①人的環境の視点

　幼稚園教育要領や保育所保育指針には、環境構成の重要性が明確に示されており、指針では保

育の環境とは、「保育士等や子どもなどの人的環境、施設や遊具などの物的環境、更には、社会

や自然の事象などがある」とした上で、「保育所は、こうした人、物、場などの環境が相互に関

連し合い、子どもの生活が豊かのものになるよう、計画的に環境を構成し、工夫して保育しなけ

ればならない」としている。英語指導においては、福士他（2009）でも指摘しているように、実

際に指導を行うのは、保育士等以外の講師である場合が多く、講師が子どもの実態を把握してい

ないままに英語活動を行ったり、活動の場に担任の保育士等が同席していないケースも少なくな

い。人的な環境構成の点から考えると、こうした状況は望ましくなく、外部からの講師が英語活

動を担当する場合においても、園児と生活を共にし、園児一人ひとりをよく知り、信頼関係を築

き、園児の発達や成長に気づき、保育活動における環境構成がどうあるべきかということについ

て、ある程度の見通しを持って指導にあたることが望まれる。子どもの実態をよく知っている
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保育者自身が英語活動を担当するか、外部の講師の場合には、普段の子どもの生活を観察したり、

担当の保育者と十分な打ち合わせをするなど子どもの実態を予め把握しておくことが必要である。

②通常のカリキュラムとの連動性の視点

　保育カリキュラムは、それぞれの園の特性、地域性などを考慮に入れて作成されており、英語

活動もそうした通常のカリキュラムと連動していることが重要である。季節に応じた行事や各地

域のお祭り・行事などが園の年間指導計画に組み込まれているケースが多いが、例えば、クリス

マス会の時期には、英語活動においてもクリスマスに関連した歌、遊び、ゲームなどを中心とし

た活動が考えられる。

③異文化理解の視点

　保育所保育指針に、「子どもの国籍や文化の違いを認め、互いに尊重する心を育てるよう配慮

すること」とあるように、それぞれの子ども自身の背景にある文化や言語について触れることは、

子どもの人格の形成上、有意義なことである。外国籍の子どもが在園していなくても、英語活動

を通して、そうした異文化について何らかの体験が可能である。同じような活動であっても、日

本語と英語の教材では、アプローチの仕方が異なる場合もあり、オーセンティックな教材を使用

することも必要である。

４．２．遊び、子どもの発達等の視点

①遊びの特質の視点

　前述したように、幼児教育・保育の基本は、「遊びを通しての指導を中心としてねらいが総合

的に達成される」という点にある。英語活動においても、遊びの要素をふんだんに取り入れ、子

どもの育ちを助長していくものでなければならない。子どもにとって遊びは、遊びによって得ら

れる結果を求めるものではなく、遊びという行為（プロセス）そのものが動機づけになっている

ものである。また、一つの活動に楽しく集中して没頭でき、チャレンジする要素があり、想像豊

かであるということも遊びの持つ特質である。また、ピアジェは子どもの発達段階を感覚運動的

段階、前操作的段階、具体的操作の段階、及び形式的操作の段階の４つの段階に区分しているが、

本稿で取り上げている３～６歳は前操作的段階に該当し、この段階ではふり遊びやごっこ遊びな

どの象徴遊びが盛んになる。象徴遊びでは、現実や慣れ親しんだこと、イメージされたことを再

現しようとして対象物や行為、役割を用いる性質があるとしている。英語活動についても、こう

した遊びの特質を活用することが望ましい。

②子どもの発達の視点

　ピアジェは、子どもは発達に伴い、物質認識、社会認識、論理数学的認識の３つの認識を獲得

していると仮定している。フィーニー他（2010）では、この３つの認識の獲得について、ボール

を例に説明している。物質認識は外的現実の知識であり、ボールを持ったり、ボールで遊んだり

することで、子どもはボールの特質（本質、形状、重さ、性質など）を認識する。社会認識は他

者との関係性の認識で、ボールには幾つかの種類があり、それぞれに用途が異なることを学ぶ。

さらに、論理数学的認識は、子どもが観察したり、比べたり、考えたり、推論したりして構築さ

れる論理関係の理解で、たくさんのボールに触れることを通して、大きさ、色、手触り、重さな
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どが違うボールについて、共通の特徴に基づいて一つのカテゴリーとして認識することになる。

こうした、概念発達は、受動的な観察によって与えられるものではなく、それぞれの子どもの直

接的な活動によって発見、構成されるものである。実際の英語活動においても、色、数、大きさ

などを表す単語が用いられる場合が多いが、子ども自身が色を選んだり、大きさや、数なども適

宜組み合わせながら、子どもが体験できる活動は子どもの概念発達の上でも有効である。

　また、ヴィゴツキーは、子どもが一人では課題を達成できないとき、他の援助があればそれが

できる領域を「発達の最近接領域」と呼び、その領域こそが教育の成果を最も発揮できる領域だ

としている。子どもが自ら活動するにあたっての「足場」を提供するのが保育者の役割であると

いうヴィゴツキー的視点に立つと、実際の英語活動の場面でしばしば見受けられる指導者が中心

となる活動はできるだけ避けなければならない。

③第２言語習得理論の視点

　本稿では、保育における英語活動を子どもの「言語習得」という観点からは捉えていないが、

第２言語習得理論研究からの示唆も英語活動を実践する上で有効である。クラッシェン（1985）は、

第２言語習得について５つの仮説を提案したが、その中の一つがインプット仮説である。インプッ

ト仮説では、学習者の現在のレベルを「i」とすると、それより一つ上のレベル「i+1」のインプッ

ト（学習者に与えられる言語情報）であるときに学習が促進される。この考えは、学習、または

子どもの発達がどのような状況で一層促進されるかについてという点において、前述したヴィゴ

ツキーの「発達の最近接領域」の考え方に通じるものがある。保育における英語活動の指導者は、

子どもの学習や発達の状況を的確に捉えながら、その状況に応じた活動を選択する必要がある。

④英語指導法からの視点

　Asher（1977）は、子どもが言葉を身に付ける過程で最も重要なのは言葉の意味を理解してい

く過程であると考えた。乳児が母語を獲得していく過程において、身の回りの人の話しかける言

葉を聞き、それを情報として蓄える。乳児が最初に聞く言葉は、ほとんどが命令文であり、言わ

れた動作を繰り返すことで体験的に言葉を理解していくのだとした。そうした考え方を外国語の

指導法に取り入れたのが TPR（全身反応教授法）で、実際の英語指導においても広く用いられ

ているが、最初は聞いて動作をするだけでいいことから、子どもにとって無理のない自然な形で

活動に参加できるという点において、幼児の英語活動には有効な指導法だと言える。

　この章で述べてきた英語活動の原理を実際の英語活動の指導計画や教材を作成する上での留意

点としてまとめると次のようになる。

１）指導にあたっては、子どもの発達や生活の実態を十分に把握し、保育者以外が指導にあたる

場合には担当の保育者は何らかの関わりを持つこと。

２）園の行事等、園での生活を反映した活動を盛り込むこと。

３）活動の中に異文化を意識できる要素を取り入れること。

４）遊びの要素をふんだんに盛り込み、結果を求めることがないようにすること。

５）指導者中心ではなく、子ども中心の活動になるようにし、子どもの直接的な体験を重視する

こと。

６）活動に参加する子どもの発達の状況（年齢）を十分に考慮に入れること。
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７）TPR などの指導法を積極的に活用すること。

５．年齢による活動のねらい

　保育カリキュラムの一環としての英語活動を導入する際の適期については、議論が分かれると

ころだが、本稿では、日本語の話し言葉の基礎が完成し、基本的な運動能力が一応育ち、自我が

目覚め始めると言われる３歳頃から５歳までを考察の対象とした。

　幼児期の英語活動のねらいは、異文化理解教育、あるいは英語教育の要素を若干含みつつも、

英語のスキルにとらわれない、あくまでも英語に「慣れ親しむ」ことが前面に打ち出されたもの

であるべきだろう。そして、慣れ親しませる方法として、「遊びを使う」ことになるが、園児にとっ

ては、楽しいだけの遊びであっても、指導者にとっては、遊びが子どもの発達や成長を促す様々

な可能性を秘めた活動であることを十分理解した上で、各々の園の保育・教育目標から導き出さ

れた英語活動のねらいを達成させるための遊びの場を提供することになる。

　ここでは、年齢別に英語活動の主なねらいを示してみたい。

１）３歳児 
・英語の歌やチャンツのリズムに合わせて、皆と一緒に体を思い切り動かす。

・日本語と異なる英語の発音、リズム、イントネーションに興味を持つ。

　　英語のリズムや音に敏感な時期であると言われているので、歌やチャンツに合わせて体を思

いきり動かしながら英語の持つ独特な音やリズムを体感させる活動を中心に行う。

２）４歳児

・英語の歌やチャンツの意味内容をイメージし、体で表現する楽しさを知る。

・日本語と異なる英語の発音、リズム、イントネーションに気づく。

・絵本、絵カード、写真などで身の回りの簡単な英単語や表現の意味を知る。

　　身体のバランス能力が発達し、集団で活動を楽しむことができ、自分の思ったことや体験を

言葉で表現できるようになる時期であると言われているので、引き続き歌やチャンツを使って、

その意味内容を体で表現しながら楽しむ活動や身の回りにある事物を英語で表現することの楽

しさを味わう活動を中心に行う。

３）５歳児

・歌やチャンツの内容に合った動作をしながら、大きな声で自信を持って歌うことを楽しむ。

・英単語や表現を使ったゲームを皆と楽しみながら、約束事の大切に気づく。

・挨拶や自己紹介など簡単な英語でのやりとりを通して、友達とのかかわりを楽しむ。

・異なる言語や文化があることを知るための活動を楽しむ。

　運動能力が盛んになると同時に、目的に向かって集団で行動できるようになる時期であり、

また、異なる思いや考えを認めたりといった社会生活に必要な基本的な力を身についていく時

期であると言われているので、歌やチャンツの他にゲームを多く取り入れた活動や外国の文化

や習慣に興味・関心を持つような活動を中心に行う。

　

６．年間指導計画の試案

　本章では、通常の保育カリキュラムとの連動を視野に入れた年間指導計画試案を検討してみた

い。作成の際、コアになるのが、第4章で述べた保育における英語活動の原理が総合的に反映さ

れたものであるが、ここでは、模倣や反復練習を好み、ジェスチャーやアクションを喜ぶなどと
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いったこの時期の子どもの特徴や発達過程を考慮しながら、保育のねらいを達成するために催さ

れる主な園行事との関連性を重視した年間指導計画の作成を試みた。指導法としては、歌、絵本・

紙芝居、ゲーム、TPR、製作等を取り入れ、扱う語句については、易から難へ徐々に傾斜するよ

うな配列を心がけたが、そのような配列になっていない部分もあり、今後改善の余地がある。

　幼児期の英語活動の内容について、上野（2010）では、３歳児から５歳児までほぼ同じ theme で、

年齢に応じて内容の深さに変化をつけるのがいいと述べているが、筆者らもまた年齢により題材

を変えていくのではなく、教材、指導法、活動の時間、進め方などを適宜変えていくという考え

方が妥当だと考える。

　これらのことを具体的なポイントとして示すと次のようになる。

１）運動会が予定されている場合は、前月から TPR や絵カードを使って、動作の言い方や運動

会に関連した語句に慣れ親しませ、運動会当日には、英語と日本語で交互に指示を出したり、

掛け声をかけたりすることによって、園児に音声言語としての英語を無意識に体感できるよ

うにする。

２）園で野菜を栽培している場合は、収穫した野菜を使った英語活動を楽しみながら、自然の恵

みに感謝する気持ちを持てるようにする。

３）秋から冬にかけては、寒さに負けない体を作るために、英語の歌やチャンツを取り入れて、

リズムに合わせて体を思い切り動かす活動を楽しむことが出来るようにする。

４）12月のクリスマスの集いに向けては、日本語でクリスマス関する絵本や紙芝居を十分読み聞

かせ、クリスマスに興味を持たせながら、クリスマスソングの英語の音やリズムに慣れるよ

うにすると同時に、保育者と一緒に歌ったり踊ったりして楽しさを共有する喜びを味わえる

ようにする。

５）毎月催される誕生日会は、友達の誕生日を祝い、自分自身の誕生日を心待ちにする時間であ

ると言えるが、毎回初めに友達のために大きな声で "Happy birthday" の歌を歌い、友達との

絆を深めていくようにする。

６）年に数回開催される親子の集いでは、保護者にも園児が普段慣れ親しんでいる英語のゲーム

に参加してもらうことで、「英語ができる」という満足感や達成感を園児が味わえるように

すると同時に、保護者との英語を媒介とした交流を楽しむことができるようにする。

７）発表会を開催している園では、簡単な英語劇など英語を使った発表を一部組み入れることに

よって、発表会の内容がより多彩になると同時に、園児にとっては皆で力を合わせて作り上

げた喜びを味わうことが出来るようにする。

　以下に、上記の考え方をベースにしながら、英語活動の年間指導計画を試案として示してみる。

　今回の試案は、英語活動と保育カリキュラムとの連動性に主眼を置くこととしたために、年齢

を特定していないが、今後さらに実践を重ねながら検討を加え、年齢別のねらいを達成するため

の年間指導計画を提示していくことになる。
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●指導原理に基づいた「英語活動」の年間指導計画試案

園行事 題材 主な活動内容・指導法 教材・環境構成 取り扱う語句

４
月

始園式
入園式
参観日

あいさつ
自己紹介

・園の一日の流れを紙芝居で確認し
ながら、挨拶の表現に慣れる。

・パペットを使って、自己紹介の言
い方に慣れる。

・動作をつけて歌を歌い、自己紹介
の言い方に慣れ親しむ。

・友達と自己紹介を楽しむ。

・使用する歌を BGM
として流す。

・紙芝居
・パペット
・CD

Good morning,
Hello, Good-bye,
Good night, See you,
What’s your name?
My name is ～ .

５
月

親子遠足 体調

動作の言い
方

・歌に合わせて、体を動かす。
・絵カードを使って、体調を表す言

い方に慣れる。
・ジェスチャーを見ながら、体調を

言い当てるゲームを楽しむ。
・TPR を使って、体を動かしながら、

動作を表す表現に慣れ親しむ。

・CD
・絵カード

・十分なスペースが
ある場所を使う。

How are you?
I’m fine, thank you.
And you?
I’m hungry, sleepy, 
happy, sad, etc.
walk, run, jump,
hop, crawl

６
月

運動会
身体測定

体の部位

数

・「あたま、かた、ひざ、ポン」の 歌 を
歌った後で、「Head, shoulders,・・
」の歌に合わせて、各部位をタッ
チする。

・「Simon says」のゲームを楽しむ。
・指を折って数を数える。
・「Seven Steps」，「 Ten Fat Sausages」

などの歌やチャンツに合わせて体
を思い切り動かす。

・数を使ったビンゴゲームを楽し
む。

・CD
・TPR でルールに気

付かせる。

・指を使った数え方
の違いに気付かせ
る。

・フェルト製のソー
セージ

・フライパン
・ビンゴカード

head, shoulders,
knees, toes, eyes, ears,
nose, mouth

one ～ ten

７
月

夏祭り
七夕
終園式

形状 ・積み木を使って形状の言い方に慣
れ親しむ。

・形状を表す単語をつかった椅子取
りゲームを楽しむ。

・「Twinkle, twinkle little star」の歌に
合わせて体を動かす。

・色々な形状の短冊を吊した七夕飾
りを作る。

・積み木
・星型、四角形、三

角形のワッペン
・ ゲ ー ム の 決 ま り

を確認し、椅子を
円形に、ゆとりを
持って配置する。

・CD
・短冊、笹の葉等

star, diamond,
square, triangle,
circle

９
月

遠足
参観日

色
動物

果物や野菜
の言い方

・「Brown bear, what do you see?」の
絵本で、色や動物名に慣れ親しむ。

・動物の鳴き声当てクイズや色又は
動物のカルタ取りを楽しむ。

・実物の果物や野菜を使って言い方
に慣れる。

・果物や野菜の形をしたカードに好
きな色を塗り、オリジナルのペン
ダント作りをする。

・フルーツバスケットを楽しむ。
・野菜を使ったスタンピング遊びを

楽しみ、作品にする。
・作品を展示して何の野菜だったか

聞き合う。

・絵本
・声色をつけ、絵本

が面白くなるよう
にする。

・ペープサート（動物）
・動物、色のカルタ
・幾つかのグループ

に分かれて行う。
・果物や野菜の実物

又はカード
・クレヨン
・リボン
・水彩絵の具
・画用紙

What animal is this?
It’s a bear, cat, dog ,
 horse, etc.
What color is this?
It’s brown, red, pink, 
etc.

grape, apple, orange, 
banana, etc.
potato, carrot, radish, 
etc.
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10
月

発表会 ハロウィー
ン関連語句

・ハロウィーン関連の絵本でハロ
ウィーンに興味、関心を持つ。

・絵カードで、ハロウィーン関連語
句に慣れ親しむ。

・おばけを模ったカードに顔を描
く。

・描いた絵カードを使って、「Trick 
or treat」の活動を楽しむ。

・ハロウィーンの歌を皆で歌う。

・絵本
・関連レプリカ又は

絵カード
・おばけの絵カード
・クレヨン
・ダンボール製の扉

付の大型の家
・お菓子
・CD

Halloween, trick or 
t reat, witch, ghost, 
Jack o’ lantern, black 
cat, candy, etc.

11
月

天気の言い
方

大・小を表
す言い方

・「Weather  song」を BGM に、天気
についてのやりとりを楽しんだ後
で、歌に合わせて体を動かす。

・絵カードで天気の言い方に慣れる。
・「Eency weency spider」の歌の意味

をパネルシアターで知る。
・ペープサートで、大、小等の言い

方になれる。
・歌に合わせて、ジェスチャーを付

けて歌う。

・CD
・音量に配慮をする。
・絵カード ( 天気）

・パネルシアター
・ペープサート（３種

類の大きさのクモ）

How is the weather 
today? I t’s sunny, 
rainy, cloudy, windy, 
snowy, foggy, etc. 
spider, big, small , 
tiny

12
月

クリスマ
スの集い

発表会
終園式

クリスマス
関連語句

・クリスマスに関連した絵本で、ク
リスマスに興味・関心を持つ。

・クリスマスリースの製作を楽し
む。

・クリスマス関連語句に慣れる。
・クリスマスの歌に合わせて、歌っ

たり、踊ったりすることを楽しむ。

・クリスマスリース
を飾る。

・セロハンテープ
・アルミホイール
・新聞紙、リボン
・星やサンタクロー

ス な ど を 模 っ た
オーナメント

・CD

Merry Christmas,
snowman, Santa
Claus, reindeer,
wreath, present,
Christmas tree, etc.

１
月

始園式 曜日の言い
方

・一週間の活動を描いたポスター
で、曜日の言い方に慣れる。

・曜日の歌を皆で歌って楽しむ。

・ポスター
・CD

Sunday, Monday,
Tuesday, etc.

２
月

豆まき会
参観日

家族の言い
方

～が好きで
すか ?

・指人形を使って、家族の言い方に
慣れ親しむ。

・伝言ゲームで言葉を伝える楽しさ
を味わう。

・これまで慣れ親しんだ語句を使っ
て、友達や保護者と一緒にインタ
ビューゲームを楽しむ。

・園児の家族構成に
配慮をする。

・指人形
・動物、野菜、果物

などの絵カード
・自分の好みを表現

すると共に友達や
保護者の好みを知
ることによって関
わりを深められる
ようにする。

father, mother, sister, 
brother, baby

Do you like ～？
Yes, I do. No, I don’t.

３
月

ひな祭り
卒園式
終園式

・一年間の活動を振り返り、楽し
かった思い出の歌を選び、体を動
かしながら皆で歌う楽しさを味わ
う。

・ こ れ ま で 使 っ た
り、製作した絵カー
ド、作品等

・CD
・英語にもっとふれ

たいという気持ち
が高まるよう園児
一人ひとりのよい
ところを褒めて、
自信を持てるよう
な雰囲気作りをす
る。
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７．まとめ

　筆者らは、先に述べたとおり、保育現場における英語活動マニュアルを作成することを目指し

ているが、本稿では、そのマニュアル作りの方向性を明確にするために、保育現場にふさわしい

英語活動の在り方を考えながら、論を進めてきた。しかし、保育カリキュラムと連動した「遊び

を使った英語活動」のマニュアル、教材の作成には今後、一層の研究調査が必要である。

　本稿では、年間指導計画試案を提示したが、英語活動マニュアルの構成は、①年齢別の年間指

導計画、②年間指導計画をベースにした月案、③月案に応じた１回ごとのレッスンプランとする

予定である。今回提示した年間指導計画は、保育活動の一環として、いかに英語活動を保育カリ

キュラムの中に連動できるかを考えながら一覧表にまとめたが、実施する園の保育の実情に合わ

せて活用することも可能であろう。

　保育の場面での英語活動は、保育活動の中で、子どもの実態を把握している指導者のもとで、

遊びを通して、英語という異文化を素材にして、子どもの育ちを促す活動の一環として行われる

とき、大きな意味をもつのではないだろうか。
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はじめに

　保育活動において、子どもたちの遊びや何気ない日常の中に音楽の芽生えや音楽を楽しむ姿を

見出すには、そこに眼差しを向ける保育者自身の音楽に対する感性や体験の豊かさが不可欠で

ある。音楽を聴いて共に楽しみ、共感し、美しいと感じ、響き合うことを心地よいと感じるよう

な感性の豊かさがあってこそ、まさに表現したいという意欲は育まれるであろう。Play が遊ぶ

こと、演奏することを意味するように、これら２つの営みは似たものであるという認識は、特に

保育における子どもの活動を考える上で大切である。また、音楽を表現するということは、子ど

もの言葉の獲得の過程によく似ていると考える。つまり Play するという表出・表現に至るには、

いろいろな音楽に出会い、聴くこと（享受する体験）を通して蓄積される音楽的経験が動機とな

る。音楽を聴き、感じ、共感し、時には言葉や音、リズムや身振り等の多様な形で伝え合う体験

が、人とかかわり合う中で「やってみたい！」「まねしたい！」「表現したい！」という意欲に昇

華していくのではないだろうか。

　音楽教育を例えば言語の教育に置き換えて考えるならば、言葉で豊かに感情や伝えたいことを

表現できるということは、単に文字が読める、文章が書ける等といったスキルだけの問題ではな

いことは明白であろう。表したい、伝えたいと思う原動力は人とのかかわりやコミュニケーショ

ンを介して得られる感性や感情であり、このことはまさに音楽を表現することに置き換えてもそ

の過程は同様であると思われる。それは学生の場合も例外ではなく、「こんな風に弾きたい」「あ

の曲を弾いてみたい」という表現する意欲を育みながら、読譜や演奏のスキルと音楽の成り立ち

の知識を獲得することは一体でなければならない。

　そうした表出・表現までの過程や表現の根っことなる音楽的体験を支え、音楽の豊かな環境を

提供できる保育者を育成する意義は大きい。そのためには、養成校で学ぶ学生自身に豊かな音楽

体験と表現の意欲を育てるための音楽の授業内容が問われ、素材となる教材や有機的な学習のプ

ログラミングは重要である。ピアノが達者に弾けるということと音楽的に豊かであるということ

は必ずしもイコールではない。また、ピアノを教えるのではなく、ピアノの授業を通して音楽を

豊かに伝え、演奏のスキルを身につけると同時に「音楽を聴く耳と心」を拓き、自らが音楽を楽

しみ表現できる「音楽する保育者」を育てることが、保育における豊かな音楽環境を浸潤させて

いくと考える。

泉 谷 千 晶　

論　　文

< 音楽家の耳 >トレーニングと対話型グループ
レッスンの保育者養成共同開発プログラム１

～演奏の認知的アプローチに基づく教材開発の試み（1）～

１　本研究は、平成22～24年度文部科学省科学研究費（基盤研究（C）課題番号22530842）の助成研究の経過報告

である。エリザベト音楽大学および本学のピアノ実技担当者（非常勤５名を含む）が協同し研究を行っている。

研究全体の計画は①教材開発、②グループレッスンの実践研究、③教授法研修（FD、コーチング等）、④海外（フ

ランス）の先進事例の調査、⑤実技検定、から構成しているが、本稿では①教材開発についての論述となる。



－　24　－

青森明の星短期大学研究紀要　第37号

　本研究ではそうした保育者を養成するための研究の一環として、体系的な教材開発の取り組み

の中から、フランスの音楽教育における基礎科目フォルマシオン・ミュジカルの教育実践におけ

る教材を保育現場での身近な素材に置き換え、さらに演奏技能を獲得するための身体的コント

ロールの熟達化の観点から、ピアノ教材のプログラミングを演奏の認知的プロセスに基づき、試

みるものである。

１.初心者のためのピアノ教材のプログラミングの構成と展開の方法

　本稿で取り上げているフォルマシオン・ミュジカル２とは、フランスの音楽教育における「総

合的な音楽基礎科目」の名称であり、実作品を教材とした音楽理論も含めた総合的ないわゆるソ

ルフェージュ科目である。器楽の教育と平行して学び、一体化しているところに特長がある。

一方で、日本ではエリザベト音楽大学の教育システムである < 音楽家の耳 > トレーニング３は、

まさに日本の音楽教育におけるフォルマシオン・ミュジカルの実践であることに加え、聴くこと

を重視した独自の教育方法を実践しており、特に教授法とその展開において、ここから学ぶこと

は多い４。

　これらを保育者養成の目的にシフトし、初心者を対象としたピアノ教材のための楽曲の選択と

提示の方法に置き換えると、主に次のように考えることができる。

　①　教材は学習者の目的を踏まえて、獲得しようとする演奏のレパートリーに密着していること。

　②　保育環境における実用曲等を通して音楽の基礎を学びながら、同時に実用曲の知識と経験

を蓄えていく。

　③　聴くことを重視し、楽器の表現に至るイメージを身体的な感覚を通して養うこと。例えば

歌うことは最もシンプルな身体的感覚の一つであり、声（喉）は音の方向性や幅（音程）

を意識化しやすいことに加え、フレーズを感じる呼吸の意識が必要となる。そうした身体

的感覚がピアノで音楽を表現する際に不可欠な要素となる。さらに、ビートやリズムを手

で叩くなどの動作を伴い身体的な感覚をくぐらせることにより、楽器での表現のイメージ

が身体的な感覚を伴いながら明確になることを重要視する。

　④　アンサンブルの感覚を養うこと。本来、独奏の場合もテンポのコントロール、パートの重

なりや響きの調和を多重的に聴き取ろうとすること等、アンサンブルの感覚は音楽を体感

する大切な要素であることを歌うことやアンサンブル等を通して意識化する。また独奏で

は技術的に困難な場合でも、アンサンブルにより音楽の全体像を見通し把握する力を養う。

　⑤　音楽の構造（旋律のパターン、音の機能と役割、コード進行、曲の構造等）を把握するこ

とが読譜と記憶を助け、音楽を認識し記憶して内化することにより具体的に音楽をどのよ

うに表現したいかをイメージ（内化）することが可能となる。

　これらの観点を踏まえ、実際にどのように展開していくかという方法論については、授業の環

２　フォルマシオン・ミュジカルの調査研究については拙論（泉谷：1998、1999、2000）を参照。

３　音楽基礎教育〈音楽家の耳〉トレーニングは2002年から開発されたエリザベト音楽大学が実践している音楽理

論とソルフェージュを統合的に学習する音楽基礎教育システムである。この取り組みは平成19年度文部科学省

「特色ある大学教育支援プログラム（特色 GP）」に選定された教育システムであり、実作品を通して音楽の理

解と表現を深め、聴くことを重視している点等に特長がある。

４　エリザベト音楽大学の＜音楽家の耳＞トレーニングの実践については、すでに出版されている各種の実践の手

引書およびＧＰ報告書等の参照が可能である。
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境構成に重要なポイントがあり、従来の個人レッスンの形態ではなく、少人数のグループで行う

ことによりこれらの実践が可能となる。グループレッスンの様々な有効性については、拙論（泉

谷：2008、2009）および Robert Pace 博士（1924～2010、コロンビア大学名誉教授）によるピアジェ

の発達心理学等を応用し体系化された「ペース・メソッド」の実践に詳しい。

２.ピアノのグループレッスンについての先行研究から

　前述した Robert Pace 博士（1924～2010、コロンビア大学名誉教授）の「ペース･メソッド」は

教育方法がグループレッスンの形態で行われる点に最大の特長がある。ペース･メソッドにおけ

るグループ・レッスンの形態は、学習内容に応じて２人組の場合と５人程度のグループの場合が

あり、学習者はどちらも平行して学ぶシステムとなっている。音楽理論やソルフェージュ等も含

めて展開されるグループレッスンの内容は、曲の探索・発見・体験・創作等をバランスよく学習し、

音楽概念の把握と応用（例えば即興等）を螺旋状に繰り返していく学習操作に裏付けられながら、

ピアノ奏法の向上と意欲を高めていくことができる仕組みとなっている。一般的には、読譜や演

奏のスキルの難易度が中心となり進められていくピアノのレッスンに対し、ペース・メソッドは

ピアジェの発達心理学をベースとし、学習段階がプログラミングされたメソッドである。

　ペース・メソッドの特徴は次の４つといわれている。 
　①　徹底した全調メソッドであること

　　　このことによりパターン・リーディングの力がつき、同時に手指の動作の型が身につく。ま

た触覚の開発により手元を見ないで読譜・演奏を推奨していることから読譜力が向上する。 
　②　バランスド・ダイエット

　　　音楽力を育てるために必要な知識と経験についての様々な項目を、バランスよく学習して

いく仕組みがある。

　③　指導内容の一貫性

　　　初級から演奏を主体とした上級レベルまでの指導内容に一貫性があること。それにより音

楽の基礎的な学習が充実し、音楽的に思考する力が育まれる。 
　④　グループによる多彩なピアノ指導

　　　グループの形態を２つに分けてレッスンを行っている。小グループ（２人）では ､ 主に楽

曲分析、演奏解釈、演奏技術等の問題点の解決に重点を置いている。一方で大グループ（５

人程度）では ､ 聴音、ディクテーション、理論、メンタルジム、和声進行、鍵盤和声、分

析、初見、移調、変奏、即興、合奏、演奏技術などを取り込んでいく。　

　ペース・メソッドはピアノレッスンをグループで行うことによりそれらの学習が成立している。

グループでレッスンを行うことにより、多大な学習項目を実現するためのレッスンの合理化・能率

化がはかられることはもちろんだが、さらに学習者同士が相互に観察・吸収・啓発・調和する中で学

習者の自発性を引き出し、互いに個性を出し合って社会性とコミュニケーションを育む環境を醸

成することを重視している。また、２人組のレッスンでは、パートナーを決めて責任を持って練習

したものを持ち寄り、一緒にレッスンを受けることによるピア・ラーニングの観点を重視している。

　一般的に養成校では日常的に「グループレッスン」という言葉が使われているものの、ひと括

りにできないほどその実情は多様である。そこから一歩区別するために、本稿のタイトルでは「対

話型グループレッスン」と表記しているが、その意図はグループレッスンが個人指導の連続や聴
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講とは異なり、グループ全体でピアノレッスンを行うことの意義を、そして対話を通して音楽の

社会性、共感性、音楽の成り立ちを考えながら音楽を分析しながら聴くこと等を豊かに展開して

いくことの必要性を主張するねらいがある。 
　その他、グループレッスンの先行研究については、ミュージック・ラボを使用した授業研究等、

様々なものが発表されているが、中でも「グループの特性」に着目し、成人の初心者を中心とし

たグループ指導の可能性を探っている村田睦美（2004）の研究は示唆に富むものである。村田に

よれば、「教員養成課程におけるピアノ指導は、従来グループ指導という形態を余儀なくされな

がらも、その実態は、１対１の個別指導の連続に過ぎないものが多かったのではないだろうか。」

と問題点を指摘するとともに、グループ指導の利点について「Skaggs や J.Lyke が述べていると

ころを集約すれば、１．学生間の相互作用、２．客観的な聴取、３．アンサンブル演奏の大きく

３点を挙げることができる。」と指摘している。

　一方で、拙論（2008、2009）においてもグループレッスンの効用についてはこれまで詳しく論

述してきたが、もう一つ立ちはだかる課題は、指導する側が直面するグループレッスンの教授方

法の問題であり、グループを相手にした教員側の指導方法の技術の問題等がいくつか考えられる。

　①　グループにおけるコミュニケーションスキル（これは学生だけでなく教員側も課題となる） 
　②　カウンセリング・マインドやコーチングのスキルの必要性（教え込むのではなく、共感性

を育て、学習者自身に考えさせるレッスンが大事なポイントとなる） 
　③　学生間の相互作用を促す指導法におけるグループ・ダイナミックス（集団力学）の観点の

必要性。対話の中で重要なことは「発問」の技術を高めることといえる。 
　④　客観的な聴取において、音楽と演奏の専門的な知識とスキルをどのように教示するかとい

う方法論の問題。その教示の仕方を１対１ではなくグループを動かしながら行う点。 

　上記の課題に対し、教授方法の研究の一環としてこれまでエリザベト音楽大学と３年間に渡

り共同研究を行う中で相互の授業見学、公開講座、公開レッスン、FD 研修等を実施してきた５。

一貫した指導についての難しさは、一般的にピアノ指導に関わる教員は非常勤講師を含めて複数

で行われているのが現状であり、本学も例外ではない。各教員のそれぞれの考え方や指導方法、

５　平成22～23年度文部科学省科学研究費（基盤研究（C）課題番号22530842）の助成研究を含めた実践研究の一

環として、エリザベト音楽大学の＜音楽家の耳＞トレーニング研究所との共同研究（共同研究者：田中晴子、

岡田陽子）は次の通りである。

【本学学生による公開模擬授業】

　2009年７月５日 特別講座「音楽する耳を育てる（模擬授業）」（一般公開）

　2009年11月９日 公開講座「音楽する保育者を育てる（対話型グループレッスン模擬授業）」（一般公開）

　2010年７月12日 公開講座「ピアノのグループレッスン共同研究授業Ⅰ」

　2010年11月５日 公開講座「ピアノのグループレッスン共同研究授業Ⅱ」

　2011年７月９日・11日 公開講座「ピアノのグループレッスン共同研究授業Ⅲ」

【相互授業見学】

　本学の器楽、基礎ピアノ、選択器楽等の授業見学：2009年７月６日、11月９日、2010年７月12日、11月５日・８

日・９日、2011年７月９日・11日。

　エリザベト音楽大学のソルフェージュⅠ -2・Ⅱ -2（上級・初級各クラス）の授業見学：2010年10月14日。

【FD 研修等】

　2010年11月３日「ピアノに活かすコーチング」（講師：青木理恵 ICG 国際コーチ連盟プロフェッショナルコーチ）

（一般公開）

　2011年５月２日 「FD 公開授業の記録と見学」、５月９日「FD 公開授業のシェアリング」
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また教育経験が異なる中で、全ての担当者が授業の目的、評価の観点、教材の展開の仕方、グルー

プレッスンで行う学習環境の意図等について共通理解を深め、レッスン全体の質を整えていくこ

とが必要である。そのためには、担当者でチームを組織することが不可欠であり、お互いの授業

等の情報を公開し、研修等の体験を共有していくための取り組みは欠かせないであろう。

　グループでレッスンを行う利点は、個人指導に比して自分の課題以外の様々な楽曲を知り、他

の学生達の自分とは異なる表現に触れ、お互いの演奏を聴き合うことにより客観性や音楽性を育

む経験が増えることにある。また、初心者が苦労する読譜の問題についても、はじめに楽譜の読

み方、音楽の捉え方、演奏の技術的ポイント等の見通しを学習者に持たせることは1対1で繰り返

し行うよりもグループ全体に対して行う方が適している。それに加え、グループだからこそ可能

となる、声による合唱や分担奏も含めたアンサンブルにより、学習者の技術的な負担を軽減し

ながら、ある程度完成度をもった音楽体験が可能となり、音楽の全体を見通すことが可能となる。

アンサンブルによる教授法の応用は独奏曲の場合であっても有効的である。また、グループレッ

スンにおける人間関係やコミュニケーションのスキルの観点も重要で、これについては「カウン

セリング・マインド」や「コーチングの技法」（相手の自発的な行動を促進させるコミュニケーショ

ン技術）といった分野の教授法の応用が有効的である。これらは、グループで行う環境構成でな

ければ成立しない。

　また、グループレッスンの展開においては、フォルマシオン・ミュジカルの教育理念と実践が

大変参考になるが、教材自体を通して音楽の知識と理解を深め、読譜力・音楽理論・演奏技術・

音楽的感性の育成・実用曲のレパートリーの拡大といった複合的な内容を有機的に関連付けなが

ら系統的な学習を可能にしていくことがのぞまれる。 

３.本学におけるグループレッスンの取り組み

　本学におけるピアノの授業は、１年次に器楽Ⅰ（前期）・Ⅱ（後期）、基礎ピアノⅠ・Ⅱ、そして

２年次に選択器楽Ⅰ・Ⅱが必修となっている。各授業は90分行われ、器楽の授業は週に1回、ミュー

ジック・ラボラトリーで進度別に４つのクラスに分け、各クラス20名程度を対象に行っている。

　　　　【写真１：基礎ピアノⅠの授業風景】　　　　　 　　【写真2：選択器楽Ⅰの授業風景】　

（左：2010年７月12日、右：2011年７月９日、エリザベト音楽大学との共同研究授業より）

【海外先進事例調査】

　2011年９月19日・20日 Conservatoire National Supérieur de Musique de Paris、Pr.Gilles Millière Classe の実技のグルー

プレッスンの見学。

　2011年９月21日～22日 Conservatoire Nationale de Musique Paul Dukas 12ème arrondissement、Mme Hélène 
　Castillo のフォルマシオン・ミュジカルのクラスの見学。
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　それと平行してグランドピアノが２台設置されている教室において週に１回、１年次は基礎ピ

アノ（写真１を参照）が設けられ、２年次には選択器楽（写真２を参照）のみとなるが、これら

の科目も進度別に分けて４名～８名の規模でグループレッスンを実施している。授業の内容は主

に「子どもの歌の弾き歌い」そして学生達と選ぶ「ピアノ曲」の２つの柱を立てている。

４．演奏の認知的アプローチを初心者の演奏技能の獲得に役立てるために

　ダイアナ・ドイチュ（2000）は、「聴くこと」が「音楽を心的再構成」する力を育むことを指

摘し、内的聴感により音楽を心の中で聴く力が「音楽を聴く耳」を育てると言及している。「聴覚」

の働きは単なる音の記憶に留まらず、聴き手の積極的で能動的な心的再構成の過程を伴っている

こと、さらに想起や創造的活動において音楽を心の中で聴く能力であり、実際の物理的な音を聞

くことを補う能力である（Seashore, 1938,p.168）と論述している。 
　キース・スワニックは、音楽の言わば文法や表現に気づき、それを感じることが必要だと言及

している。音楽の理解のためには、知覚と記憶の能力に加えて、さらに３つの音楽的能力が重要

であると位置づけている。１つ目は音楽作品と様式の規範をとらえる能力、２つ目は音楽の流れ

の中に盛り込まれている「意味」の流れを理解する能力、そして３つ目は音楽がこれからどうなっ

ていくのかを予測する能力である。

　「視覚」については、楽譜を読む場合に、構造的単位が重要であることを示す証拠は、ピアノ

の初見演奏における眼球運動の研究で得られている（Weaver, 1943）。つまり言語に例えるならば、

文法であれば同じ構文で表現されているものを連続して学んでいくように、音楽も構文（この場

合コード進行や旋律の動向のパターン等）をインプットしやすくなる教材の配列だと分かりやす

いといえるだろう。初心者にとって演奏に至る過程で最も困難なことは「読譜」であり、この「読

譜」についても視覚的および触覚的に構造的単位に慣れることが重要であり、またスキルの習得

についても実は視覚的フィードバックが重要で、１音１音を読んで、鍵盤でまた音を探すという

切り離した作業ではなく、楽譜に書かれた意味のまとまりを「目と耳と指先」で有機的にアウト

プットしていく一連の流れが必要なのではないかと示唆している。視覚の重要性を示すより直接

的な根拠は、視覚的フィードバックを増やすことが技術の習得に著しい効果を持つということを

示した研究から得られている。

５.目と耳と指先の感触を一体的に学んでいく必要性について

　「目と耳と指先」の感覚および感触を一体的に学ぶために、大浦容子（1999）は演奏における「運

動プログラミング」を蓄え、指の動きを自動化して定着する「運動コントロール」の段階が必要

であることを指摘している。 大浦（1999）と村田（2005）によれば、「ピアノ演奏の３つのメカ

ニズム」について次のように述べている。

　①　楽譜からの読み取り

　　　いくつかの音符の組み合わせのパターンを一つの単位として捉え、読み取る。 
　②　運動プログラミング

単位となる音の組合せ、音階や和音のパターンに対し、適合する合理的な運指を系統化する。

　③　運動コントロール

　　　鍵盤の幅感覚・空間的知覚力を養う６。

６　このことを角聖子（2010）は「ブラインドタッチ」と称し、触覚的に鍵盤の幅感覚・空間的知覚力を養うため

に、手元や鍵盤を見ないで弾くことの重要性を指摘し、そのためのメソッドを出版している。
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　また、辻本知子（1991）は、認知段階に目と耳と指が慣れる経験量と次の連合段階にソフトラ

ンディングするために、学習者が蓄えているプログラムを見極め、そこから新しいプログラムを

発展させる、あるいは足りない部分を補うような教材の内容や配列が重要であることを示唆して

いる。辻本（1991）によれば、運動技能の習得過程の分類を次のように述べている。

　①　認知段階（初期段階）

新しい動作パターンを遂行するために必要な知識や情報を収集、また既存の手順から運動

プログラムを検索・処理する段階。

　②　連合段階（中間的段階）

　　　初期段階に学習された要素が統合され、一連の動作が滑らかに遂行されるようになる段階。 
　③　自動段階（意識的な処理が必要とされなくなる段階） 

　これらを踏まえて、初心者が抱える困難さを軽減するために、初心者が蓄えるべき学習経験を

次の視点で整えていく必要がある。初心者の場合は既有のプログラムが少ないため、新しいプロ

グラムの作成作業を一から行わなければならない。そのため演奏における運動技能のパターンを

分類し、それをプログラム化していくことが必要となる。そして、さらに初心者が熟達者へと進

んでいく過程とは、様々な鍵盤のパターンを弾くための、あるいは様々な音色や表情を実現する

ためのプログラムを蓄えていく過程だと言える。 
　学習者が蓄えているプログラムを見極め、そこから新しいプログラムを発展させる、あるいは

既有のプログラムを使いながら足りない部分を補っていくということが、教材の内容や配列を考

えていく上での認知的アプローチに基づく観点となる。したがって、進度別に学習環境を整える

ことは必須な条件であることは言うまでもないが、特に初心者の場合は個々にバラバラな教材で

はなく、「子どもの歌の弾き歌い」等の保育における音楽教材を活用する中で、運動プログラミ

ングに基づく教材の配列により、教材を共通化して運動プログラムを定着させ、蓄積していく必

要性があると考える。 

６．演奏の認知的アプローチに基づく体系的教材のプログラミングの一例

　演奏における運動プログラミングの分析に関して、具体的に教材化されたものが実はある。そ

れは、三善晃による「Miyoshi メソッド」であり、演奏する際の指の動きを三善は7つのカテゴリー

に分類し、オリジナルの楽曲により教材を組み立てている。日本を代表する作曲家の一人である

三善晃のメソッドは、作曲家三善晃の作品集ともいえる内容を持つメソッドといえよう。このメ

ソッドの特徴は、ピアノ演奏のスキルを最小単位で系統的に整理し、それらの組み合わせのシン

プルなものからより複雑なものへと融合させていく内容となっている。ここでの演奏のスキルの

分類については、ピアノ曲のパーツが大きく次の７つから構成されていると考える点にある。

　①同音連打（例：ドドドド）

　②トリル（例：ドレドレ）

　③音階（例：ドレミ）

　④跳躍（例：ドミ）

　⑤分散和音（例：ドミソ）

　⑥重音（二つの音を同時に弾く）

　⑦和音（三つ以上の音を同時に弾く） 
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　三善によればピアノ演奏のスキルは、これら7つのパーツの組み合わせであると分析し、メソッ

ド全体がピアノ演奏のスキルを系統的に整理し、その最小単位の運動プログラムを順序立てて組

み合わせながら徐々に段階を踏んでいく。また、ソルフェージュや楽典は学問としてではなく、

自分が「実際に弾いたこと」と結び付けて触れていくことを重視する点等は、フォルマシオン・ミュ

ジカルとの共通点であり、音楽の理論や知識は演奏と一体化して学ぶべきであると付け加えてい

る。

７．演奏の認知的アプローチに基づく教材開発の試み

　初心者の場合、演奏における最大の困難は「読譜」と「指の動きのコントロール」に集約され

るということを述べてきた。しかしそれらは、「読譜」のための、あるいは「指の動きのコントロー

ル」のための個別の訓練により熟達を目指すのではなく、ここで重要な点は初期のうちから「読

譜」の情報が「指の動き」に転写され、相互に一体化して学習していくことである。楽譜を読む

場合、構造的単位が重要となるが、それは視覚的認識における読譜についても、また触覚的認識

における指の幅感覚についても構造的単位で認識しながら両方の感覚が連動していくことが重要

である。言い換えれば「パターン認識」により、目と指の動きを結び付け、関連付けながらその

引き出しを増やしていくことが肝心となる。

　そこで、パターン認識における「型」の分類については、これまでの先行研究を踏まえ、目（頭）

と手を結びつけながら鍵盤の位置の内化を図るためのステップについて、音楽の３要素であるリ

ズム・旋律・ハーモニーの観点からおおよそ次のように段階の配列を試みた。配列は、認識のや

さしいものから徐々に段階を踏み、ポイントとなる複合的な運指の要素を取り入れながら少しず

つ複雑化していく順序となっている。

　なお、具体的に取り扱う教材については、学習者の世界に密着している保育の音楽素材である

「子どもの歌」７を用いて分析していく。選別にあたっては全国大学音楽教育学会の共同研究「日

本の童謡、子どもの歌の現状と分析－保育者養成校と保育現場アンケートにより－」（2009）の

全国調査の結果を活用した。調査対象538曲に対し現場が推薦する上位150以内の曲の中から、本

学の授業で主に取りあげている曲を中心に選別した（表１を参照）。

（1）音階・旋律のパターン・リーディングと運指プログラム

　①　ナチュラルポジションによる５指のコントロール

　基本的な指遣いをマスターする。はじめはポジション移動のない５つだけの音から導入す

る。この基本となるナチュラルポジションにより指の幅感覚づけを行い、初期は運指に無理

がないものから経験を増やしていく。それにより隣り合う音の幅や旋律の上行・下行を楽譜

からも視覚的に認識し、それを指の動きのパターンと連動させながら認識していく。

　ナチュラルポジションの定着をはかりつつ、ナチュラルポジションの中で、下記の運指ス

キルの複合も徐々に経験していく。

　　・同音連打

　　・トリル

　　・音階

７　小林美実『こどものうた200』、『続こどものうた200』（チャイルド本社）の曲集２冊を参照した。
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　　・跳躍

　　・分散和音

　　・重音

　②　ナチュラルポジションからポジションを移す（音域を広げる）

　５指によるナチュラルポジションから音域を広げ、鍵盤を移動してポジションを移す。

　③　指の置き換え（同じ音が連続した時に指を置き換える）

　④　旋律の上行形における「指くぐり」（親指が他の指の下をくぐる）

　⑤　旋律の下行形における「指またぎ」（親指の上を他の指がまたぐ）

　⑥　オクターヴの幅感覚づけ

（2）和音のパターン・リーディングと運指プログラム

　視覚的な煩雑さの点から、初心者がはじめに大譜表で音の数が縦に多い楽譜を読むことは困難

である。それをコードネームや和音記号によるパターン認識で読譜と演奏が結び付くと、音を一

つひとつ読む煩雑さや指の動きの混乱がかなり軽減される。コードネーム奏は初期の学習者に適

しているといえよう。しかし、定着したら徐々に記号化されたコードネームの認識から音符の認

識へ意識を移し、楽譜に書かれた音を鍵盤と関連付けていくプロセスが必要である。

　また、和音の場合は主要三和音を用いた和声進行のパターンに慣れてくると予測がつくことや

伴奏の型として「子どもの歌」等の保育教材を例にとると分散和音・アルペジオ・アルベルティ

バスの型が圧倒的に多い。したがって、ここでは保育現場における実用曲の実態から、これらの

パターンを習熟することは実用的であり不可欠な要素と考えられる。

　①　和音を読み取る（コードの認識）

　②　 ベース奏

　③　コードネーム奏（パターン読み）

　④　三和音の運指

　⑤　分散和音の型

　⑥　アルペジオの型

　⑦　アルベルティバスの型

　⑧　ペダルの使用

（3）ビートとリズムのパターン・リーディング

　「ビート＝拍動」は音楽の言わば心臓であり、読譜の際には目で追うかたまりの単位となる。

各拍子におけるリズムのパターンを認識し、目と呼吸と身体を連動させていく。保育の実用曲を

分析してみると、４分の２拍子、４分の４拍子の曲が圧倒的に多い。２分の２拍子、８分の６拍子、

４分の３拍子に関しては極端に少ないのが現状である。またアウフタクトの曲については、その

ビート感を体感するために丁寧に取り扱う必要性があると感じている。

　①　４分の２拍子

　②　４分の４拍子

　③　２分の２拍子
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　④　４分の３拍子

　⑤　８分の６拍子

　⑥　アウフタクト

　指の動きのパターンについては、合理的な指遣いとともに段階を踏みながら認識・定着させる。

そして、共通性のあるフィンガリング・プログラムを蓄え、指の動きの自動化を図る。ここで重

要な点は、初期の段階から「ブラインドタッチ」を意識し、ナチュラルポジションでの指の動き

の感触や和音の指の幅感覚を感覚的に養い、鍵盤の位置の内化を図ることである。

上記の視点で分析したものが【表１】である。それぞれの段階の配慮の特徴については、様々な

多面的な要素が複合化されていくものであるが、大まかなポイントについて触れておく。

 
　導入段階：

　（1）音階・旋律

　・５指を並べたナチュラル・ポジションで旋律を弾く。

　・ナチュラル・ポジションのブラインドタッチを定着させる課題のレベルとしてふさわしい。

　・ブラインドタッチの定着をはかり、移調の感覚を指で知る。

　（2）和音

　・基本的な主要三和音の運指と指の幅感覚を定着させる。

　・シンプルなコード進行（例：ＴＤＴ８等）の伴奏付けにより、和音の移動を触覚的に知る。

　（3）ビートとリズム

　・４分の２拍子を中心に２拍子のリズム・パターンに視覚的、身体的に慣れる。

　第１段階：

　（1）音階・旋律

　・ナチュラル・ポジションの移動で旋律を弾く。

　・ナチュラル・ポジションの中で、主に同音連打・音階・跳躍の運指に慣れる。

　（2）和音

　・基本的な主要三和音の運指と指の幅感覚をさらに定着させる。

　・和音の運指の定着をはかり、Ｃ：Ｆ：Ｇ：の調性において応用していく。

　・基本的なコード進行にⅣ：サブドミナントが追加される。

　・基本的なコード進行の伴奏付けにより、和音の進行の基本動作を触覚的に知る。

　（3）ビートとリズム

　・４分の２拍子のリズム・パターンに加え、３拍子や８分の６拍子等の複合拍子のリズム･パ

ターンも徐々に経験していく。

　第２段階：

　（1）音階・旋律

　・主に指またぎを繰り返しながら、指の置き換え、指くぐりも経験していく。

８　Ｔはトニック、Ｄはドミナントの略である。ここでは主に機能和声のⅠ→Ⅴ→Ⅰのみによる繰り返しが多い。
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　・旋律における重音の運指を経験していく。

　（2）和音

　・Ⅱ、Ⅲ、Ⅵの副三和音を経験していく。

　・アルペジオを経験していく。

　（3）ビートとリズム

　・アウフタクトの曲を経験していく。

　・付点のリズムを経験していく。

　・２分の２拍子のリズム･パターンも徐々に経験していく。

　第３段階：

　・総括的な段階となり、これまで経験してきた旋律・和音・ビートとリズムにおける分類項目

が、総合的になる。

　・両手伴奏の型も経験していく。

　第３段階については、初心者が本学の２年間の学びの中で到達するには、実際にはかなり難し

いのが現状である。もちろんオリジナルの楽譜通りに演奏することは、新しい運指プログラムを

獲得し、楽譜の読み取りのパターンを広げていくためには必要不可欠である。しかし、楽譜を見

て、あるいは音楽を聴きながらコードを読み取る能力等の音楽の基礎力を育成することも重要で

ある。一方で、コード･ネームを見て即興伴奏やアレンジができる柔軟性、つまり楽譜に縛られ

ない演奏の柔軟性を同時に獲得していくことも保育の現場での実践において必要とされる能力で

ある。したがって、大枠の目安はあっても個々の進度や状況に合わせて進めていくことが求めら

れる。

おわりに

　本稿では、保育者養成課程におけるピアノ実技の初心者を対象に、ピアノ教材の認知的アプロー

チに基づくプログラミングについてテーマを絞り、教材開発の経過について論述してきた。これ

は、保育者を養成する目的から、基本となる教材は保育の実用曲を取り上げてきたが、この延長

線上には保育の音楽素材の活用に加え、ピアノを楽しみ表現を深める楽曲とのバランスの中で音

楽的な環境を整えていくことを目指している。ピアノ曲の教材についても、学習者が取得し蓄え

ている運指・和音・リズム等のプログラムに沿いながら、学生の表現意欲を高め音楽体験を深め

るようなピアノの実作品により体系化された補助教材があることは、学生自身の音楽環境を豊か

にするものと考える。今後は、本稿でとりあげてきたピアノ教材の認知的アプローチに基づく教

材を並行して組み立てていくこと、さらにこれまでのグループレッスンの実践研究および教授法

の研究について、研究経過をまとめ発表していく予定である。

付記：

　本論文は、2011年度全国大学音楽教育学会全国大会にて発表したものを、大幅に加筆・修正し

たものである。
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※P.R.=パターン・リーディング
ステップ 調性 転調 音階、旋律のP.Rと運指プログラム 7つのﾊﾟｰﾂ

1 導入 C 1 ナチュラルポジション(ブラインドタッチ) 1 同音連打（ドドドド） 1 和音を読む（コードの認識） 1：Ⅰ 4分の2拍子 4分音符

2 第１段階 F 2 ナチュラルポジションの移動（音域を広げる） 2 トリル（ドレドレ） 2 ベース奏 4：Ⅳ 4分の4拍子 8分音符

3 第２段階 G 3 指の置き換え（同じ音が連続した時に指を置き換える練習） 3 音階（ドレミ） 3 コードネーム奏 5：Ⅴ(Ⅴ7含む) ２分の２拍子 16分音符

4 第３段階 D 4 指くぐり（親指が他の指の下をくぐる） 4 跳躍（ドミ） 4 三和音の運指 2：Ⅱ 4分の3拍子 部分的に（付）点

e 5 指またぎ（親指の上を他の指がまたぐ） 5 分散和音（ドミソ） 5 分散和音の型 7：Ⅵ ８分の6拍子 付点のﾘｽﾞﾑﾊﾟﾀｰﾝ

c 6 オクターブの幅感覚づけ 6 重音（二つの音を同時に弾く） 6 ｱﾙﾍﾞﾙﾃｨﾊﾞｽの型 ゼ：ゼクエンツ ｱｳﾌﾀｸﾄ 装飾音

7 ｱﾙﾍﾟｼ゙ ｵの型 借：借用和音 シンコペーション

8 ペダルの練習 ユニゾン 3連音符・6連音符

※網掛けはアンケート調査外の歌 ※こどものうた200（2冊）より（小林美実編、チャイルド本社）

No. 段階 教材 1巻頁 2巻頁 調性 転調 音階、旋律のP.Rと運指プログラム 7つのﾊﾟｰﾂ
1 1 おはようのうた 別 C 1 1,3,4 1,2,3,4 1,5 2 4,6,(付)

2 1 ぶんぶんぶん 103 F 1 3,4,6 1,2,3,4,6 1,5 2 4,8

3 1 かっこう 別 C 1 3,4 1,2,3,4,5 1,5 3 4

4 1 かえるのがっしょう 26 F 2 1,3 1,2,3,4 1,5 2 4,8,16,

5 2 ちょうちょう 97 F 1 1,3,4 1,2,3,4,5,6 1,5 2 4,8

6 2 大きな栗の木の下で 32 C 2 1,3,4 1,2,3,4 1,4,5 4 4,8,

7 2 手をたたきましょう 30 C 2 1,3,4 1,2,3,4 1,4,5 4 4,8

8 2 むすんでひらいて 31 C 2 1,3,4 1,2,3,4 1,4,5 2 4,8,

9 2 チューリップ 98 F 2 3,4 1,2,3,4 1,4,5 2 4,8,16,

10 2 ありさんのおはなし 161 F 2 1,3,4, 1,2,3,4,5 1,5 3 4,8,装

11 2 こぎつね 141 C 2 1,3,4 1,2,3,4,5 1,4,5 2 4,8

12 2 ゆかいなまきば 別 G 2 1,3,4 1,2,3,4 1,4,5 2 4,8,16,

13 2 サンタクロース 87 F 2 1,3,4,5 1,2,3,4,5, 1,5 4 4,8

14 2 お正月 88 F 2 1,3,4 1,4,5 1,4,5 4 4,8

15 2 イルカはざんぶらこ 145 F 2 1,3,4 1,2,3,4,5 1,4,5,借 3 4,8

16 3 ゴリラのうた 155 F 2 1,4 1,2,3,4,5 1,5,ﾕﾆｿﾞﾝ 4 4,8,(付)

17 3 まつぼっくり 119 F 2 1,4,5 1,2,3,4,5,6,7 1,4,5 2 4,8,シ

18 3 雪のぺんきやさん 128 F 2 1,3,5 1,2,3,4,4,6 1,4,5 2 4,8,16,(付)

19 3 メリーさんのひつじ 136 F 1 3,4 1,2,3,4,5,6,7 1,5 2 4,8,(付)

20 3 くだものれっしゃ 別 F 2,4 (左手)6 1,4 1,2,3,4,5 1,4,5 2 4,8

21 3 やまのおんがくか 149 G 2,3 (左手)6 1,3,4 1,2,3,4 1,5 2,ア 4,8,16

22 3 めだかのがっこう 100 D 2 1,3,4,6 1,2,3,4 1,4,5,6 4 4,8.(付）

23 3 あくしゅでこんにちは 54 D 2 1,3,4,6 1,2,3,4,5 1,5 2 4,8

34 3 雪のこぼうず 129 F 2 1,3,4,5 1,2,3,4,5 1,5 2 4,8,16,(付)

35 3 うみ 207 G 2 1,3,4,5,6 1,2,3,4,5, 1,4,5 3 4,8

36 3 みんなともだち 107 C 2 1,3,4 1,2,3,4,5 1,4,5 4,ア 4,8,付

37 3 ともだちになるために 別 C 2,5 1,3,4 1,2,3,4 1,4,5,2 2/2 2,4,8

38 3 おめでとうたんじょうび 68 G 2,5 3,4,6 1,2,3,4,5,7,8 1,4,5,2 6,ア 4,8

39 3 はやくてんきになれ 別 F 2,5  (左手)6 1,3,4 1,2,3,4,5,7 1,4,5,6 4 4,8,付,シ

30 3 おもいでのアルバム 93 C 2,6 1,3,4,6 1,2,3,4,6 1,4,5 6 4,8,16

31 3 おべんとう 59 C 2,3,4,5 1,3,4, 1,2,3,4,5 1,4,5 2 4,8,16,付

32 3 とんぼのめがね 116 C 2,3,4,5 1,3,4, 1,2,3,4,5,6,7 1,4,5 2 4,8,装

33 3 ぞうさんのぼうし 140 C 2,3,4,5 1,3,4 1,2,3,4 1,4,5,2,6 2/2 4,8,（付）

34 3 あさのうた 別 C 2,3,4,5,6 1,3,4 1,2,3,4,5 1,4,5 2 4,8,16,付

35 3 ジングルベル 86 G 1　（左手）6 1,3,4,6 1,2,3,4,5 1,4,5 2 4,8,16,（付）

36 3 にんげんっていいな 124 G e 2 1,3,4,6 1,2,3 1,4,5,借 4 4,8,16,付

37 3 ぞうさん 145 F 2 　(左手)2.6 3.4.（左手も同様) 1,2,3 1,5 3 4,8,(付)

38 3 どんぐりころころ 118 C 2  (左：2,5,6) 1,3,4 (左：3,4,6) 1,2,3, 1,4,5 2 4,8,シ

39 3 おかえりのうた 64 C 2,3,4,5 1,3,4, 1,2,3,4,5,6,8 (右：4) 1,4,5 4 4,8,16,付

40 3 たなばた 78 F (左手）2,5 1,3,4,6 (右手)1,2,3,4,7,8 1,4,5 2 4,8

41 3 かたつむり 108 D 2,3 1,3,4 1,2,3,4,7 1,5 2 4,8,付

42 3 まめまき 91 D 2,3 1,4,5 1,2,3,4,7 1,4,5 2 4,8,16

43 3 にじのむこうに 別 C a 2,3, 1,3,4 1,2,3 1,4,5,2,3,6 4 4,8,付

44 3 世界中のこどもたちが 101 G e, D 2,4 1,3,4 1,2,3,4,5 1,4,5,6ゼ 4,ア 4，8，付点,連

45 3 しゃぼんだま 112 D 2,5 1,2,4 1,2,3,4 1,4,5 2 4,6,16,(付)

46 3 おばけなんてないさ 201 G 2,5 1,3,4 1,2,3,4 1,4,5,借 2 4,8,付,連,装

47 3 ハッピーチルドレン 144 C 2,5 1,3,4 1,2,3,4,5 1,4,5,2 2 4,8,16,付

48 4 おはながわらった 104 F 2+（指の幅を広げたﾅﾁｭﾗﾙ・ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ） 1,3,4,6 1,2,3,4,5,6,7,8, 1,4,5 2 4,8,16,付,連

49 4 動物園へいこう 118 G 2 (部分両手伴奏) 1,3,4,5　（左手）1 1,2,3,4,6,7 1,4,5 2/2 4,8,付,逆付,(部分後打)

50 4 トマト 170 F d 2  (両手伴奏)6 1,3,5,6 12,3 1,4,5,2 2 8,16,（付）,装

51 4 おかあさん 70 D 2 1,34,6 1,2,3,8 1,4,5,2,6 4 4,8,シ,装

52 4 きのこ 212 F d 2 (両手伴奏) 1,3,4 1,2,3 1,4,5,2 2 4,8,(後打)

53 4 とけいのうた 76 D 2,(左手)6 1,3,4 1,2,3,6(不規則) 1,4,5 4 4,8

54 4 北風こぞうのかんたろう 220 F 2  （左手）6 1,3,4,6 1,2,3,4, 1,4,5,2,3 4 4,8,16,(付)

55 4 コンコンクシャンの歌 124 C d 2 (左手)5,6 1,3,4,6 1,2,3 1,4,5,2 2 4,8,16,付,装

56 4 やぎさんゆうびん 148 F (両手とも)2,4,5,6 （両手とも)1,3,4,6 1,2,3 1,4,5 2 4,8,(付)

57 4 アイスクリームのうた 110 C G, a 2,3 1,3,4,5,6, 1,2,3,4,5, 1,4,5, 4 4,8,16,付

58 4 こおろぎ 120 C 2,3 1,3,4,6 1,2,3,4,7,8 1,4,5 2 4,8,16,付

59 4 バスごっこ 102 F 2,3  (両手伴奏)6 1,3,4,5,6 1,2,3,4, 1,4,5,2,借 4 4,8,16,シ,(後打)

60 4 小さな世界 134 G 2,4(両手伴奏) (左手)6 1,3,4 1,2,3,4,7, 1,4,5, 4,ア 4,8,

61 4 うみのそこにはあおいうち 別 F 2,4,6 1,3,4,5,6, 1,2,3,4,5, 1,4,5 2 4,8,シ

62 4 なみとかいがら 115 C a 2,5 1,2,3,4 1,2,3,4,5,7,8 1,4,5,2,3,6 4 4,8,16,装

63 4 さんぽ 104 C c,　D♭ 2,5 1,3,4 1,2,3,6 1,4,5借 4 4,8,16,付,連

64 4 おつかいありさん 160 D 2,5 (左手)6 1,3,4,6 1,2,3,4,5,7 1,4,5 2 4,8,付

65 4 あめふりくまのこ 132 D 2,6 1,3,4,6 1,2,3,4,7,8 1,4,5 2 4,6,16,付

66 4 1年生になったら 94 F 2,6  (両手伴奏) 1,3,4 1,2,3,4,5, 1,4,526 4 4,8,16,付

67 4 おわてんぼうのサンタクロース 84 F 2,4,6 (両手伴奏) 1,3,4,5 1,2,3,（右手）4 1,4,5,ゼ 4,ア 4,8,(後打)

68 4 赤鬼と青鬼のタンゴ 別 e 2,4,5 1,3,4 1,2,3,4,7 1,4,5,6 4 4,8,16,付,装

69 4 ひなまつり 92 c 2,3,4,5 (左手)6 1,3,4, 1,2,3,4,6 1,4,5 2 4,8,16,シ

70 4 ふしぎなポケット 182 G 2,3,4,5 (左手)6  (両手伴奏) 1,3,4,5 1,2,3,4,7 1,4,5 2 4,8,16,装

71 4 ドキドキドン1年生 224 C a 2,3,4,5  (左手)6 1,2,3,4,5,6 1,2,3,4 1,4,5,借 4 4,8,16

72 4 たきび 126 C 2,3,4,5,6 1,3,4,5 1,2,3,4,7 1,4,5 2 4,8,装

【表１】演奏の認知的アプローチに基づく「こどもの歌」保育教材の分析とプログラミング

主なビートとリズムのP.R和音のP.Rと運指プログラム 

和音のP.Rと運指プログラム ビートとリズムのP.R
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※P.R.=パターン・リーディング
ステップ 調性 転調 音階、旋律のP.Rと運指プログラム 7つのﾊﾟｰﾂ

1 導入 C 1 ナチュラルポジション(ブラインドタッチ) 1 同音連打（ドドドド） 1 和音を読む（コードの認識） 1：Ⅰ 4分の2拍子 4分音符

2 第１段階 F 2 ナチュラルポジションの移動（音域を広げる） 2 トリル（ドレドレ） 2 ベース奏 4：Ⅳ 4分の4拍子 8分音符

3 第２段階 G 3 指の置き換え（同じ音が連続した時に指を置き換える練習） 3 音階（ドレミ） 3 コードネーム奏 5：Ⅴ(Ⅴ7含む) ２分の２拍子 16分音符

4 第３段階 D 4 指くぐり（親指が他の指の下をくぐる） 4 跳躍（ドミ） 4 三和音の運指 2：Ⅱ 4分の3拍子 部分的に（付）点

e 5 指またぎ（親指の上を他の指がまたぐ） 5 分散和音（ドミソ） 5 分散和音の型 7：Ⅵ ８分の6拍子 付点のﾘｽﾞﾑﾊﾟﾀｰﾝ

c 6 オクターブの幅感覚づけ 6 重音（二つの音を同時に弾く） 6 ｱﾙﾍﾞﾙﾃｨﾊﾞｽの型 ゼ：ゼクエンツ ｱｳﾌﾀｸﾄ 装飾音

7 ｱﾙﾍﾟｼ゙ ｵの型 借：借用和音 シンコペーション

8 ペダルの練習 ユニゾン 3連音符・6連音符

※網掛けはアンケート調査外の歌 ※こどものうた200（2冊）より（小林美実編、チャイルド本社）

No. 段階 教材 1巻頁 2巻頁 調性 転調 音階、旋律のP.Rと運指プログラム 7つのﾊﾟｰﾂ
1 1 おはようのうた 別 C 1 1,3,4 1,2,3,4 1,5 2 4,6,(付)

2 1 ぶんぶんぶん 103 F 1 3,4,6 1,2,3,4,6 1,5 2 4,8

3 1 かっこう 別 C 1 3,4 1,2,3,4,5 1,5 3 4

4 1 かえるのがっしょう 26 F 2 1,3 1,2,3,4 1,5 2 4,8,16,

5 2 ちょうちょう 97 F 1 1,3,4 1,2,3,4,5,6 1,5 2 4,8

6 2 大きな栗の木の下で 32 C 2 1,3,4 1,2,3,4 1,4,5 4 4,8,

7 2 手をたたきましょう 30 C 2 1,3,4 1,2,3,4 1,4,5 4 4,8

8 2 むすんでひらいて 31 C 2 1,3,4 1,2,3,4 1,4,5 2 4,8,

9 2 チューリップ 98 F 2 3,4 1,2,3,4 1,4,5 2 4,8,16,

10 2 ありさんのおはなし 161 F 2 1,3,4, 1,2,3,4,5 1,5 3 4,8,装

11 2 こぎつね 141 C 2 1,3,4 1,2,3,4,5 1,4,5 2 4,8

12 2 ゆかいなまきば 別 G 2 1,3,4 1,2,3,4 1,4,5 2 4,8,16,

13 2 サンタクロース 87 F 2 1,3,4,5 1,2,3,4,5, 1,5 4 4,8

14 2 お正月 88 F 2 1,3,4 1,4,5 1,4,5 4 4,8

15 2 イルカはざんぶらこ 145 F 2 1,3,4 1,2,3,4,5 1,4,5,借 3 4,8

16 3 ゴリラのうた 155 F 2 1,4 1,2,3,4,5 1,5,ﾕﾆｿﾞﾝ 4 4,8,(付)

17 3 まつぼっくり 119 F 2 1,4,5 1,2,3,4,5,6,7 1,4,5 2 4,8,シ

18 3 雪のぺんきやさん 128 F 2 1,3,5 1,2,3,4,4,6 1,4,5 2 4,8,16,(付)

19 3 メリーさんのひつじ 136 F 1 3,4 1,2,3,4,5,6,7 1,5 2 4,8,(付)

20 3 くだものれっしゃ 別 F 2,4 (左手)6 1,4 1,2,3,4,5 1,4,5 2 4,8

21 3 やまのおんがくか 149 G 2,3 (左手)6 1,3,4 1,2,3,4 1,5 2,ア 4,8,16

22 3 めだかのがっこう 100 D 2 1,3,4,6 1,2,3,4 1,4,5,6 4 4,8.(付）

23 3 あくしゅでこんにちは 54 D 2 1,3,4,6 1,2,3,4,5 1,5 2 4,8

34 3 雪のこぼうず 129 F 2 1,3,4,5 1,2,3,4,5 1,5 2 4,8,16,(付)

35 3 うみ 207 G 2 1,3,4,5,6 1,2,3,4,5, 1,4,5 3 4,8

36 3 みんなともだち 107 C 2 1,3,4 1,2,3,4,5 1,4,5 4,ア 4,8,付

37 3 ともだちになるために 別 C 2,5 1,3,4 1,2,3,4 1,4,5,2 2/2 2,4,8

38 3 おめでとうたんじょうび 68 G 2,5 3,4,6 1,2,3,4,5,7,8 1,4,5,2 6,ア 4,8

39 3 はやくてんきになれ 別 F 2,5  (左手)6 1,3,4 1,2,3,4,5,7 1,4,5,6 4 4,8,付,シ

30 3 おもいでのアルバム 93 C 2,6 1,3,4,6 1,2,3,4,6 1,4,5 6 4,8,16

31 3 おべんとう 59 C 2,3,4,5 1,3,4, 1,2,3,4,5 1,4,5 2 4,8,16,付

32 3 とんぼのめがね 116 C 2,3,4,5 1,3,4, 1,2,3,4,5,6,7 1,4,5 2 4,8,装

33 3 ぞうさんのぼうし 140 C 2,3,4,5 1,3,4 1,2,3,4 1,4,5,2,6 2/2 4,8,（付）

34 3 あさのうた 別 C 2,3,4,5,6 1,3,4 1,2,3,4,5 1,4,5 2 4,8,16,付

35 3 ジングルベル 86 G 1　（左手）6 1,3,4,6 1,2,3,4,5 1,4,5 2 4,8,16,（付）

36 3 にんげんっていいな 124 G e 2 1,3,4,6 1,2,3 1,4,5,借 4 4,8,16,付

37 3 ぞうさん 145 F 2 　(左手)2.6 3.4.（左手も同様) 1,2,3 1,5 3 4,8,(付)

38 3 どんぐりころころ 118 C 2  (左：2,5,6) 1,3,4 (左：3,4,6) 1,2,3, 1,4,5 2 4,8,シ

39 3 おかえりのうた 64 C 2,3,4,5 1,3,4, 1,2,3,4,5,6,8 (右：4) 1,4,5 4 4,8,16,付

40 3 たなばた 78 F (左手）2,5 1,3,4,6 (右手)1,2,3,4,7,8 1,4,5 2 4,8

41 3 かたつむり 108 D 2,3 1,3,4 1,2,3,4,7 1,5 2 4,8,付

42 3 まめまき 91 D 2,3 1,4,5 1,2,3,4,7 1,4,5 2 4,8,16

43 3 にじのむこうに 別 C a 2,3, 1,3,4 1,2,3 1,4,5,2,3,6 4 4,8,付

44 3 世界中のこどもたちが 101 G e, D 2,4 1,3,4 1,2,3,4,5 1,4,5,6ゼ 4,ア 4，8，付点,連

45 3 しゃぼんだま 112 D 2,5 1,2,4 1,2,3,4 1,4,5 2 4,6,16,(付)

46 3 おばけなんてないさ 201 G 2,5 1,3,4 1,2,3,4 1,4,5,借 2 4,8,付,連,装

47 3 ハッピーチルドレン 144 C 2,5 1,3,4 1,2,3,4,5 1,4,5,2 2 4,8,16,付

48 4 おはながわらった 104 F 2+（指の幅を広げたﾅﾁｭﾗﾙ・ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ） 1,3,4,6 1,2,3,4,5,6,7,8, 1,4,5 2 4,8,16,付,連

49 4 動物園へいこう 118 G 2 (部分両手伴奏) 1,3,4,5　（左手）1 1,2,3,4,6,7 1,4,5 2/2 4,8,付,逆付,(部分後打)

50 4 トマト 170 F d 2  (両手伴奏)6 1,3,5,6 12,3 1,4,5,2 2 8,16,（付）,装

51 4 おかあさん 70 D 2 1,34,6 1,2,3,8 1,4,5,2,6 4 4,8,シ,装

52 4 きのこ 212 F d 2 (両手伴奏) 1,3,4 1,2,3 1,4,5,2 2 4,8,(後打)

53 4 とけいのうた 76 D 2,(左手)6 1,3,4 1,2,3,6(不規則) 1,4,5 4 4,8

54 4 北風こぞうのかんたろう 220 F 2  （左手）6 1,3,4,6 1,2,3,4, 1,4,5,2,3 4 4,8,16,(付)

55 4 コンコンクシャンの歌 124 C d 2 (左手)5,6 1,3,4,6 1,2,3 1,4,5,2 2 4,8,16,付,装

56 4 やぎさんゆうびん 148 F (両手とも)2,4,5,6 （両手とも)1,3,4,6 1,2,3 1,4,5 2 4,8,(付)

57 4 アイスクリームのうた 110 C G, a 2,3 1,3,4,5,6, 1,2,3,4,5, 1,4,5, 4 4,8,16,付

58 4 こおろぎ 120 C 2,3 1,3,4,6 1,2,3,4,7,8 1,4,5 2 4,8,16,付

59 4 バスごっこ 102 F 2,3  (両手伴奏)6 1,3,4,5,6 1,2,3,4, 1,4,5,2,借 4 4,8,16,シ,(後打)

60 4 小さな世界 134 G 2,4(両手伴奏) (左手)6 1,3,4 1,2,3,4,7, 1,4,5, 4,ア 4,8,

61 4 うみのそこにはあおいうち 別 F 2,4,6 1,3,4,5,6, 1,2,3,4,5, 1,4,5 2 4,8,シ

62 4 なみとかいがら 115 C a 2,5 1,2,3,4 1,2,3,4,5,7,8 1,4,5,2,3,6 4 4,8,16,装

63 4 さんぽ 104 C c,　D♭ 2,5 1,3,4 1,2,3,6 1,4,5借 4 4,8,16,付,連

64 4 おつかいありさん 160 D 2,5 (左手)6 1,3,4,6 1,2,3,4,5,7 1,4,5 2 4,8,付

65 4 あめふりくまのこ 132 D 2,6 1,3,4,6 1,2,3,4,7,8 1,4,5 2 4,6,16,付

66 4 1年生になったら 94 F 2,6  (両手伴奏) 1,3,4 1,2,3,4,5, 1,4,526 4 4,8,16,付

67 4 おわてんぼうのサンタクロース 84 F 2,4,6 (両手伴奏) 1,3,4,5 1,2,3,（右手）4 1,4,5,ゼ 4,ア 4,8,(後打)

68 4 赤鬼と青鬼のタンゴ 別 e 2,4,5 1,3,4 1,2,3,4,7 1,4,5,6 4 4,8,16,付,装

69 4 ひなまつり 92 c 2,3,4,5 (左手)6 1,3,4, 1,2,3,4,6 1,4,5 2 4,8,16,シ

70 4 ふしぎなポケット 182 G 2,3,4,5 (左手)6  (両手伴奏) 1,3,4,5 1,2,3,4,7 1,4,5 2 4,8,16,装

71 4 ドキドキドン1年生 224 C a 2,3,4,5  (左手)6 1,2,3,4,5,6 1,2,3,4 1,4,5,借 4 4,8,16

72 4 たきび 126 C 2,3,4,5,6 1,3,4,5 1,2,3,4,7 1,4,5 2 4,8,装

【表１】演奏の認知的アプローチに基づく「こどもの歌」保育教材の分析とプログラミング

主なビートとリズムのP.R和音のP.Rと運指プログラム 

和音のP.Rと運指プログラム ビートとリズムのP.R
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　『こどものうた200』、チャイルド本社、2003.
　『続こどものうた200』、チャイルド本社、2002.
・角　聖子 
　『ブラインドタッチで弾けるおとなのための楽しいピアノスタディ』１巻～３巻音楽之友社、2010.
・全国大学音楽教育学会　 
　共同研究「日本の童謡、子どもの歌の現状と分析―保育者養成校と保育現場アンケートより」全国大学音

楽教育学会研究紀要別冊号2009.
・ダイアナ・ドイチュ 
　『音楽の心理学』（下） 西村書店、2000.
・辻本知子 
　「演奏技術に関する認知心理学的考察2～ピアノ演奏における運動技能の習得を中心に～」季刊音楽教育

研究67, 日本音楽教育学会、68, 176-184, 1991.
　「演奏技術に関する認知心理学的考察～ピアノ演奏における運動技能の習得を中心に～」季刊音楽教育研

究、日本音楽教育学会　67, 177-186, 1991.
・三善晃 
　『Miyoshi ピアノ・メソード』vol.1～ vol.12,KAWAI, 1997（注：vol.8～ vol12, 2008） 
・村田睦美 
　「導入期のピアノ教材に関する一考察 : 大譜表の問題を中心に」（難波 正明共著）京都女子大学発達教育

学部紀要 1, 129-144, 2005-01-31.
　「教員養成課程におけるピアノ指導に関する一考察―成人の初心者を中心としたグループ指導の可能性」京

都女子大学教育学科紀要 （44）, 169-179, 2004.
・ムジカノーヴァ 
　「Dr.ロバート・ペースの提唱する 初見奏と音楽解釈法 初見力のアップ―「ペース・メソッド」ではこう指導し

ます !（3）」音楽之友社 , 63-65, 2000-05.
　「Dr.ロバート・ペースの提唱する 初見奏と音楽解釈法 初見力のアップ―「ペース・メソッド」ではこう指導し

ます !（2）」音楽之友社 , 66-68, 2000-04.
　「Dr.ロバート・ペースの提唱する 初見奏と音楽解釈法 初見力のアップ―「ペース・メソッド」ではこう指導し

ます !（1）」音楽之友社 , 58-60, 2000-03.
　「人気ピアノセミナー誌上で再現ピアノ教育の新しい波「ペースメソッド」」, 音楽之友社 , 37-40, 1993-05.
　「ペースメソッドの特徴とその効果を探る」音楽之友社 , 50-57, 1983-11.
　「ペースメソッドを学びませんか」音楽之友社 , 80-81, 1983-07. 
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2 0 1 0 年度

教員研究業績及び活動に関する報告
（2010.4.1～2011.3.31）

子ども学科

　坂本　明裕

担当科目

・保育原理　・保育内容言葉　・保育制度論　・情報リテラシーⅠ・Ⅱ

Ⅵ．その他の活動　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動

区分 タイトル 主　催　者 開催場所 発表年月日

ｂ 幼稚園教諭初任者講座「幼稚園教員とし
ての使命感と役割」

青森県教育委員会 青森県総合教育セン
ター

2010.６.30

ｂ 教員免許更新講習

「小学校英語指導講座」

青森明の星短期大学 青森明の星短期大学 2010.８.５

Ⅷ．外部資金補助等で採択された研究

研究課題 補助金等の名称

幼児英語指導における標準指導マニュアルの作成及び教材開発 文科省科研費（挑戦的萌芽研究）

Ⅸ．所属学会（役職など）

・日本保育学会

・全国英語教育学会

・青森県英語教育学会（副会長）

　鷲岳　覚

担当科目

・発達心理学　・障害児の保育と教育　・精神保健　・保育実習 IB　・幼児理解の理論と方法

・コミュニケーション演習　・実習指導　・総合演習

Ⅰ．著書　ａ）単著　ｂ）共著

区分 書　　　名 発行所名 発行年月日

a こころとからだの発達と臨床 三恵社 2010. ４.15

b 青森で保育士・幼稚園教諭になるために 三恵社 2010. ４. ８

b プロとしての保育者論 保育出版社 2011. ２.28

b 赤ちゃんから学ぶ「乳児保育」の実践力 保育出版社 2010. ４.13

Ⅱ．学術雑誌等に掲載された論文　ａ）単著　ｂ）共著

区分 論　文　名 収載雑誌名 発行所名 発行年月日

a 児童生徒のためのチェックリスト開発(1) 青森明の星短期大学研究
紀要第36号

青森明の星短期大学 2011.３.１
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Ⅲ．学会における研究発表　ａ）単独　ｂ）共同

区分 タイトル 学会名 開催場所 発表年月日

ａ 多領域に支援を要する学生のケース 学生相談学会 岩手大学 2010.５.８

Ⅵ．その他の活動　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動

区分 タイトル 主催者 開催場所 発表年月日

c 青森県スクールカウンセラー 青森県教育委員会

c つがる市いじめ不登校等問題対策委員 つがる市

c 青森市家庭教育推進委員 青森市

c 青森県子どもの健康を守る地域専門家連
携事行委員

青森県

b 青森県教育厚生会リフレッシュセミナー 青森県教育厚生会 青森弘前むつ

b かかわり技法としてのカウンセリング 青森ファミリーサポートセンター 総合福祉プラザ 2010.５.26

b 放課後子どもプラン研修会 むつ市教育委員会 中央公民館 2010.６.15

b 児童虐待予防シンポジウム 青森家庭少年友の会 アスパム 2010.６.26

b 配慮を要する幼児の指導と子育て支援 青森県教育委員会 総合学校教育センター 2010.７.23

b 非行とカウンセリング 教育カウンセラー協会 青森明の星短期大学 2010.７.26

b 学級経営講座 十和田市教育委員会 市民体育館 2010.８.９

b 家庭でできる再登校への第一歩 上北教育相談協議会 中央公民館 2010.９.25

b 保健室からの相談と対応 南地区養護教諭部会 田舎館村 2010.９.28

b 里親研修会 社会福祉協議会 福祉プラザ 2010.10.３

b カウンセリング研修基礎・応用 県立保健大学 県立保健大学 2010.11.９

b 現代の子どもたちをどう育てるか 新郷村 PTA 連合 美郷館 2011.１.８

b 気になる子どもの理解と保育 八戸保育連合会 2011.１.20

b 引きこもり・不登校を考える 若者サポートセンター ユートリー 2011.１.22

b 現場で役立つ研修会 日本保育協会青森支部 ホテル青森 2011.２.25

b 子ども会育成者研修会 浪岡地区 PTA 中央公民館 2011.２.27

Ⅷ．外部資金補助等で採択された研究

研究課題 補助金等の名称

過疎地域におけるＳＳＷ活動による予防開発的プログラムの開発 日本科学協会笹川研究助成

児童自立支援施設における心理的ケアを要する児童の特性と処遇 文部科学省科学研究助成

Ⅸ．所属学会（役職など）

・日本心理学会　　　　　　　　　　　　　・日本学校心理士会東北副支部長

・日本発達心理学会　　　　　　　　　　　・日本スクールソーシャルワーク協会

・日本臨床心理士会　　　　　　　　　　　・日本青年心理学会

・日本パーソナリティー学会　　　　　　　・日本司法福祉学会

・日本家族心理学会　　　　　　　　　　　・日本学生相談学会

・日本教育カウンセラー協会　　　　　　　・日本カウセリング学会

・日本バイオフィードバック学会



－　39　－

　福士　洋子

担当科目

・英語基礎演習Ⅰ　・英語Ⅰ　・CALL イングリッシュ　・子ども英語指導法

・海外研修　・総合演習　・実習指導Ⅱ、Ⅲ　・TOEIC Ⅰ、Ⅱ

Ⅵ．その他の活動　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動

区分 タイトル 主　催　者 開催場所 発表年月日

ｂ 教員免許更新講習
「小学校英語指導講座」

青森明の星短期大学 青森明の星短期大学 2010.８.５

ｃ 幼児英語活動の実践 佃保育園　他 佃保育園　他 2010.７.１

ｃ キッズ・チャレンジ講座 青森明の星短期大学 青森明の星短大付属
幼稚園

2010.11.19
2010.12.27
2011.１.21
2011.２.４
2011.２.18

ｃ 簡単な英語で会話をしてみよう 青森市教育委員会中央市
民センター

油川市民センター 2011.１.21

ｃ 実用英語技能検定面接委員 財）日本英語検定協会 青森山田高校 2011.２.21

Ⅷ．外部資金補助等で採択された研究

研究課題 補助金等の名称

幼児英語活動における標準マニュアル作成 文部科学省科学研究費（挑戦的萌芽研究）

Ⅸ．所属学会（役職など）

・全国語学教育学会

・日本児童英語教育学会

・全国英語教育学会

・青森県英語教育学会

　木村　博子

担当科目

・声楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ　・表現研究　・レクリエーション論・指導法　・レクリエーション実習
・フレッシュマンゼミ　・課題研究　・地域ボランテイアワーク　・保育内容研究「表現」

Ⅰ．著書　ａ）単著　ｂ）共著　

区分 書名 発行所名 発行年月日

b あたらしい音楽表現　改訂版 音楽之友社 2011・３月

Ⅳ．音楽会（演奏及び作曲等）、展覧会等における発表

内容 主催者 開催場所 発表年月日

スプリングコンサート 木村博子 シュトラウス 2011.３.24

Ⅵ．その他の活動（主なものを最大20件まで）　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動 

区分 タイトル 主催者 開催場所 発表年月日

ｂ 青森市レクリエーション・インストラク
ター養成講座講師

青森市レクリエーション
協会

青森市民中央センター ４月６日
11月14日
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ｂ 家庭教育学級「子育て講座」 五所川原市立南小学校 南小学校 ７月１日

ｂ レクリエーションで楽しもう① 青森市立浪打小学校 左同じ ８月28日

ｃ ニューフレンドハーモニー（歌）慰問 桜川高齢者支援 桜川公民館 ９月３日

ｃ 県立中央高校特別授業（レクリエーショ
ン）

中央高等学校 左同じ ９・14・21
（４時間）

ｂ レクリエーションで楽しもう② 青森市立浪打小学校 左同じ 11月６日

ｂ 「童謡詩人金子みすゞを音楽で」歌と話 青森市立野沢小学校 左同じ 11月９日

ｂ 同　　上　　　　　　　　歌と話 六ヶ所村立尾駮小 左同じ 12月１日

ｂ 放課後児童回研修会 青森市健康福祉部 教育研修センター ７月15日

ｂ 第２回青森市子育て応援隊研修会講師 青森市健康福祉部 青森市総合福祉センター 2011.２.４

ｃ 青森県レクリエーション協会理事 2002.４月～

ｃ 青森市レクリエーション協会事務局長 2008.４月～

ｃ 青森教育カウンセラー協会事務局長 2004年～

Ⅸ．所属学会（役職など） 

・全国大学音楽教育学会

・青森県声楽研究会副理事長

・日本声楽発声学会

・全国リトミック協会

　大沢　潤逸

担当科目

・実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　・総合演習　・中学校教育実習　・キャリア・サポート

・組織とマネジメント　・企業と経営　・地域ボランティア・ワーク

Ⅵ．その他の活動　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動

区分 タイトル 主　催　者 開催場所 発表年月日

ｃ 青森県立青森商業高等学校学校評議員 2009. ４～

Ⅸ．所属学会（役職など）

・日本コミュニケーション学会

　佐藤　康子

担当科目

・国語表現法　・教育の方法と技術　・総合演習　・実習指導Ⅰ、Ⅱ

・フレッシュマンゼミ　・地域ボランティアワーク　・中学校実習指導

Ⅵ．その他の活動　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動

区分 タイトル 主　催　者 開催場所 発表年月日

ｂ 講師研修会 十和田市教育委員会 十和田市 2010.５.６

ｂ 学級経営講座 青森市教育委員会 青森市教育研修センター 2010.５.13

ｂ 子どもの学び方を鍛える 新城中央小学校 新城中央小学校 2010.７.12

ｂ 教員免許更新講習

「学習指導技術講座」

青森明の星短期大学 青森明の星短期大学 2010.８.５
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ｂ 基礎基本の定着を図る学習指導 青森市教育委員会 青森市教育研修センター 2010.８.10

ｂ 子どもの学び方を鍛える 外が浜町立三厩小学校 外が浜町立三厩小学校 2010.８.19

ｂ 授業の作り方 七戸町立城南小学校 七戸町立城南小学校 2010.９.21

ｂ 保護者研修 松原保育園 松原保育園 2010.10.16

ｂ 国語教育実践研究会 茨城国語教育談話会 茨城大学 2010.12.11

ｂ 研修主任研修講座 十和田市教育委員会 十和田市南公民館 2011.１.７

　泉谷　千晶

担当科目

・保育内容表現　・器楽Ⅰ・Ⅱ　・表現研究　・総合演習

・保育実習 IA（保育所）・Ⅲ（児童館）　・実習指導Ⅰ　・基礎ピアノⅠ・Ⅱ　・選択器楽Ⅰ・Ⅱ

Ⅵ．その他の活動　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動

区分 タイトル 主　催　者 開催場所 発表年月日

ｂ 教員免許状更新講習「保育技術講座」 青森明の星短期大学 青森明の星短期大学 2010.８.５

ｂ 出前授業「保育士・幼稚園教諭に必要な
スキルと専門性」

青森県立北高等学校今別
校舎

青森県立北高等学校

今別校舎

2010.10.８

ｂ 出前授業「保育士・幼稚園教諭になるた  
� めに保育実技を体験しよう！～」

青森明の星高等学校 青森明の星高等学校 2010.11.５

Ⅷ．外部資金補助等で採択された研究

研究課題 補助金等の名称

＜音楽家の耳＞トレーニングと対話型グループレッスンの保育者
養成共同プログラム（基盤研究 C）
平成22年度～24年度

文部科学省科学研究費補助金

Ⅸ．所属学会（役職など）

・日本音楽教育学会

・日本音楽学会（東北・北海道支部幹事）

・日本保育学会

・全国大学音楽教育学会（学会誌研究紀要編集委員）

・日本ピアノ教育連盟

　江口　真理

担当科目

・英語Ⅰ　・情報リテラシーⅠ・Ⅱ　・英語と文学　・英語総合演習Ⅰ・Ⅱ

・総合演習　・プレゼンテーション演習　・実習指導Ⅰ・Ⅱ　・子ども英語指導実習Ⅰ・Ⅱ

Ⅵ．その他の活動　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動

区分 タイトル 主　催　者 開催場所 発表年月日

ｂ 小学生の英語（小学１・２・３年生）前期・
後期各10回コース

明の星学園生涯学習センター 青森明の星短期大学 ５／７～７／16
９／24～12／10

ｂ 小学生の英語（小学４・５・６年生）前期・
後期各10回コース

明の星学園生涯学習センター 青森明の星短期大学 ５／７～７／16
９／24～12／10
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ｂ 教員免許更新講習

「小学校英語指導講座」

青森明の星短期大学 青森明の星短期大学 2010.８.５

ｃ 保育巡回支援：歌、ゲームを取り入れた
幼児のための英語活動の実践

本学　子ども学科 佃保育園他 ７／１・７／６
10／18

ｂ キッズ英語チャレンジ講座：英語活動の
実践

本学　子ども学科 青森明の星短期大学
付属幼稚園

2011.１.21

ｃ 日本英語検定協会面接委員 財）日本英語検定協会 青森山田高等学校 ７／11・11／14
2011.２.20

Ⅸ．所属学会（役職など）

・日本英文学会

・イギリス・ロマン派学会

・日本教育カウンセリング学会

・JALT

・TESOL

　成田　恵子

担当科目

・情報リテラシーⅠ -　・総合英語演習Ⅰ　・子ども英語指導実践演習　・子ども英語概論

・実習指導Ⅰ・Ⅱ　・Word 演習上級　・子ども英語指導実習Ⅰ・Ⅱ　・Word 検定

Ⅵ．その他の活動　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動

区分 タイトル 主　催　者 開催場所 発表年月日

ｂ 教員免許更新講習「小学校英語指導講座」 青森明の星短期大学 青森明の星短期大学 2010.８.５

ｃ キッズ英語チャレンジ講座 青森明の星短期大学 青森明の星短期大学
付属幼稚園

2010.11.19
2010.12.27
2011.１.21
2011.２.４
2011.２.18

ｃ 幼児英語活動の実践 合浦保育園他 合浦保育園他 2010.７.12

ｄ 幼稚園における英語指導法について 五所川原ひまわり幼稚園 同園 2010.４～
2011.３

ｄ 実用英語技能検定面接委員 財）日本英語検定協会 青森山田高校 2010.７.12
2010.11.15
2011.２.21

ｃ 幼児英語活動講座 青森保育所 青森保育所 2011.２.17

Ⅷ．外部資金補助等で採択された研究

研究課題 補助金等の名称

幼児英語活動における標準マニュアルの作成 科学研究費補助金 (挑戦的萌芽研究 )

Ⅸ．所属学会（役職など）

・JALT（全国語学教育学会）

・青森県英語教育学会

・全国英語教育学会

・JASTEC（日本児童英語教育学会）
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現代介護福祉学科

　辻　昭子

担当科目

・キリスト教と世界観

Ⅵ．その他の活動　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動

区分 項　　　　　目 主　　催　　者 開　催　場　所 年　月　日

ｃ 全国保育士養成協議会（理事） 2004.６～

ｃ 全国保育士養成協議会東北ブロック（理事） 2004.４～

ｃ 全国音楽療法士養成協議会（会長） 2010.４～

ｃ 音楽療法・音楽教育充実向上委員会（委
員長）

2004.４～

ｃ ＮＰＯ日本教育カウンセラー協会（顧問） 2004.４～

ｃ 青森県留学生交流推進協議会（構成委員） 1997～

ｃ 青森県私立学校教職員退職金財団（理事） 1996.４～

ｃ 在三沢米軍施設・区域内大学就学候補者
選考委員

1996～

ｃ 青森県立青森戸山高等学校評議員 2005.６～

ｃ 青森県国際交流協会評議員 2007.７～

Ⅸ．所属学会（役職など）

・日本カウンセリング学会会員

・日本教育カウセリング学会（顧問）

・日本ヒューマンケア科学学会会員

　丸本　富勝

Ⅵ．その他の活動　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動

区分 項　　　　　目 主　　催　　者 年　月　日

ｃ 青森県高齢者サービス総合調整推進会議　委員 青森県 2008.７.28～

ｃ 青森県福祉人材センター運営委員会　委員 青森県社会福祉協議会 2009.７.１～

ｃ 養護老人ホーム　安生園　園長　理事 青森県すこやか福祉事業団 2005.６.１～

ｃ 社会福祉法人　和幸園　評議員 社会福祉法人　和幸園 2006.１.12～

ｃ 青森県介護福祉士会　副会長 青森県介護福祉士会 1993.６～

Ⅸ．所属学会（役職など）

・日本社会福祉学会

・日本地域福祉学会

・日本発達障害学会

・日本介護福祉士会
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　笹森　誠

担当科目

　・音楽の基礎　・コード理論　・機能和声　・ポピュラー音楽史

　・伴奏法　・ピアノ（基礎ⅠⅡ、応用ⅠⅡ）　・ソルフェージュ　・音楽総合演習

Ⅱ．学術雑誌等に掲載された論文　ａ）単著　ｂ）共著

区分 論　文　名 収載雑誌名 発行所名 発行年月日

a 脳科学からみた音楽活動とその指導法に
関する考察

青森明の星短期大学研究
紀要　第36号

青森明の星短期大学 2011.３.１

Ⅳ．音楽会（演奏及び作曲等）、展覧会等における発表 

内　　容 主催者 開催場所 発表年月日

第34回ヴォーカルコンサート 青森県声楽研究会 八戸市公会堂文化ホール 2010.５.13

スプリング・コンサート 青森シュトラウス・
サロン

2011.３.25

明の星出前講座「童謡詩人、金子みすゞを音楽で」 青森市立野沢小学校 青森市立野沢小学校 2010.11.９

明の星出前講座「童謡詩人、金子みすゞを音楽で」 六ヶ所村立尾駮小学校 六ヶ所村立尾駮小学校 2010.12.１

Ⅵ．その他の活動　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動

区分 タイトル 主　催　者 開催場所 発表年月日

ｂ 大人から始めるピアノ（2010年度前期） 明の星生涯学習センター 青森明の星短期大学 2010.４.19
～６.28

ｂ 大人から始めるピアノ（2010年度後期） 明の星生涯学習センター 青森明の星短期大学 2010.９.27
～12.20

ｂ エフエム青森「あいことば」公開録音 エフエム青森 イオンモールつがる柏 2010.７.14

ｂ 第31回青森県こどもピアノコンクール
本選会審査員

青森県ピアノ研究会 明の星ホール 2010.10.３

	

Ⅸ．所属学会（役職など）

・日本ポピュラー音楽学会

・日本音楽療法学会

・ムジカ・ボヘミカ

　葛西　淑子

担当科目

　・こころとからだのしくみ　・生命維持のためのからだのしくみ

　・認知症の基礎理解　・課題研究
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　三上ゆかり

担当科目

・音楽療法概論　・音楽療法各論（技法）　・音楽療法レパートリー論　・音楽療法実習

・基礎ピアノⅠ、Ⅱ　・応用ピアノⅠ、Ⅱ　・ソルフェージュ　・課題研究

Ⅵ．その他の活動　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動

区分 タイトル 主　催　者 開催場所 発表年月日

ｃ 元気になる音楽療法（セッション） 全国パーキンソン病友の
会青森県支部

県民福祉プラザ
多目的室Ａ

2010.５.７
　　　７.７
　　　９.９
　　　11.24

ｂ 出前講座（シニアの音楽療法） 青森市市民スクール 中央市民センター 　　　７.21

ｂ 出前講座（音楽療法について） 荒川女性大学・大学院 荒川市民センター 　　　10.12

ｂ 出前講座（音楽療法について） 戸山寿大学・大学院 戸山市民センター 　　　12.１

ｂ 出前講座（音楽療法について） 沖館寿大学・大学院 沖館市民　センター 2011.１.21

ｂ 出前講座（シニアの音楽療法実践例）
　　　　� 介護職員向け

青森市社会福祉
　� 協議会浪岡支部

青森市浪岡総合保健
福祉センター内

　　　１.28
　　　２.２

Ⅸ．所属学会（役職など）

・日本音楽療法学会

・日本音楽教育学会会員

三國　美香

担当科目

・介護援助論　・高齢者と障害者の福祉　・介護実習ⅠＡ、ⅠＢ、ⅡＡ、ⅡＢ、ⅡＣ

・介護実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ　・人間の尊厳と自立　・現代社会と暮らし

・課題研究　・社会福祉援助技術

Ⅵ．その他の活動　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動

区分 タイトル 主催者 開催場所 発表年月日

ｃ 財団法人日本レクリエーション協会 2006年～

ｃ 認定 NPO 法人スペシャルオリンピック
ス日本・青森（コーチングスタッフ）

2004年～

ｃ NPO法人青森県チェアスキー協会（講師） 2005年～

Ⅸ．所属学会（役職など）

・日本社会福祉学会
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　棟方ナナ子

担当科目

・介護員技術演習　・課題研究　・フレッシュマンゼミ　・地域ボランティア　・医学と介護の基礎知識

Ⅱ．学術雑誌に掲載された論文　ａ）単著　ｂ）共著　

区分 論文名 収載雑誌名 発行所名 発行年月日

ａ 音楽療法セッション評価の一考察 青森明の星短期大学研究
紀要第36号

青森明の星短期大学 2011.３.１

Ⅲ．学会における研究発表　ａ）単著　ｂ）共同

区分 タイトル 学会名 開催場所 発表年月日

ａ 認知高齢者に対する楽器使用の有効性 認知症ケア学会 北海道（札幌） 2010. ７.11
ａ 認知症高齢者に対する音楽療法 認知症ケア学会 神戸 2010.10 .23

Ⅵ．その他の活動　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動

区分 タイトル 主催者 開催場所 発表年月日

ｂ 音楽で遊ぼう 浪小学童保育 浪打小学校 2011. １.29

Ⅸ．所属学会（役職など）

・認知症ケア学会

・音楽療法学会

・介護福祉士学会

　小野　和子

Ⅵ．その他の活動　ａ）作詞・作曲　ｂ）講演・講座　ｃ）その他の活動

区分 タイトル 主　催　者 開催場所 発表年月日

ｃ 第63回ピアノ発表会　企画・指導 青森明の星短期大学付属
音楽教育研究所

明の星ホール 2010.11.14
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